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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
自己分析を行い、自分のやりたい事
や強み弱みを知る。各求人サイトへ
登録し、情報を収集する。希望業界
の企業を調べ、インターンシップに参
加する。履歴書の書き方や面接のポ
イントを知る。
本科目では、個々の学生の就職活
動状況の把握する。個別の希望業界
の求人票斡旋、キャリアセンター情報
の伝達、自己分析、履歴書添削、面
接対策を実施。

キャリアガイドブック
参考資料

≪実務経験のある教員による授業科
目≫デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。デザイン業界の企業
や職種を把握し、実際の就職活動前
に自分の進路を決定する。自己分析
を進め、各種応募方法を学び対策す
る。

【専門知識スキル】：卒業後の進路に
ついて業界と職種を自分自身で調
べ、就職活動のスタートを切ること出
来る。自己を知り、企業にアピールが
出来る。【社会人基礎力】：社会人と
して講聴マナーを身につける。文章
力、自己PR力を養う。

【受講ルール等】：１、学生状況に応じて、資料配
布は参考資料等をコピーして配布　２、課題提出
は担任が改修、翌授業で必要があれば学生へ返
却　【評価の観点】：１、必要出席率（８０％）を満た
していること　２、授業参加態度が良好であること
３、課題の提出結果が基準点に達しており、認（認
定）であること　【その他】：3～4人のグループワー
クも適宜取り入れ実施　【評価項目（評価の方
法）】：平常点（授業受講姿勢など）、課題評価、出
席率。ただし出席率８０％に満たない場合、および
必要課題が提出できない場合は単位不認定とす
る。
内容は変更になることがあります

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 【合同】キャリアパート(冒頭約20分)／
キャリアセンターツアー／就職活動ス
タートアップ講座／終了後各クラス個
別進路希望調査

キャリアよりキャリアガイドブックの内
容説明、キャリセンター見学(オンライ
ン)

自己の就職活動への理解力を深め
る、就職活動の方向性を考える

傾聴力、計画力 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具

提出：担任独自
の新尾希望調査
書

2 PROG PROGテストを行う 自己の適性を知る 主体性、実行力 【授業運営方法】：ワーク　【持参物】：筆記用具

3 適性検査／業界職種の研究 適性検査を行う（約45分）ネットやキャ
リアセンターの資料を活用し、各コー
ス就職・活躍できる職種を調べる

自己を知る、どんな職業があるかを知
る

主体性、実行力 【授業運営方法】：講義　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC

提出：適性検査

4 【合同】キャリアパートオンライン(冒頭
約30分)／インターンシップ準備・情
報／マナー講座／終了後各クラス対
応

企業がインターンや応募に使ってい
る求職サイトへ登録を実際にPCを
使って行う　マイナビ、リクナビ、その
他　※マイナビは就職ガイダンスでも
行う。メールの書き方、電話のかけ
方、必要な書類を知る。
昨年の学校取りまとめインターンの紹
介(教務）

各サイトの登録完了する。1DAY、中
期インターンシップを探せる状態にな
る、企業とやり取りが出来るような基
本的なマナーを身につける

主体性、傾聴力、働きかけ力 【授業運営方法】：講義　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC

5 文章トレーニング 自分の事を文章に起こして、相手に
魅力的に伝える

正しい文章を書ける 傾聴力、主体性 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

6 文章トレーニング、敬語の使い方 自分の事を文章に起こして、相手に
魅力的に伝える、敬語の使い方を覚
える

正しい敬語を使える 傾聴力、主体性 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

7 自己分析・他己分析 文章トレーニン
グ

長所、短所を自己分析、他己分析を
行う

自他の意見から自己の特長を理解で
きる

傾聴力、主体性 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

8 履歴書の書き方１ 企業に提出する履歴書の基礎と自分
の長所を考える

自己の強みや特長、学生生活で得
たことなどを文章にする

主体性、実行力 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

9 履歴書の書き方２ 授業内で行った業界研究から企業を
選択し、提出する履歴書の基礎と自
己アピールを書く練習をする

志望企業に沿った、動機を文章にす
る、インターンシップで面接に臨む場
合は担任またはキャリアセンター個
別対応を行う

主体性、実行力 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

提出：履歴書

10 履歴書の書き方３ 担任履歴書添削から改善点の把握。
学校取りまおめ応募の提出履歴書作
成

履歴書のポイントを把握 主体性、実行力 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

提出：履歴書

11 【合同】キャリアパートオンライン(冒頭
約30分)／オンライン模擬面接（予
定）／終了後各クラス対応

オンライン面接の受け方を知る オンライン面接のポイントを把握 傾聴力、実行力 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC
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12 面接練習 クラス内で面接練習実施 改善ポイントを知る 主体性、働きかけ力 【授業運営方法】：講義、ワーク　【持参物】：キャリ
アガイドブック、筆記用具、PC

13 各クラス個別対応 各クラス個別対応

14 各クラス個別対応 各クラス個別対応

15 各クラス個別対応 各クラス個別対応
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1

「広告とは何か」という基礎的
な内容から、広告の社会的な
役割、企業広告とセールスプ
ロモーションとの違いを理解
する。現代における様々な媒
体がいかにクロスクリエイティ
ブし、ブランディングへと繋が
るかを基礎知識として習得。
与えられた課題を手書き、PC
ソフトのIllustrator、Photoshop
を用いて、目を引く広告デザ
インを制作することを目的と
する。また、レイアウトの基礎
を理解し、整理されバランス
の取れたレイアウトセンスを
習得する。

Mac、アイデア帳、筆記用具、
色鉛筆

《実務経験のある教員による
授業科目》デザイン業界での
勤務経験のある教員が担
当。
社会における広告の役割、広
告表現の基礎、広告の種類
など、座学を中心に基礎知識
を習得する。また、広告とブラ
ンディング、広告とセールスプ
ロモーションの違いを踏まえ、
ブランディングが如何なるも
のかを理解し、アイデアのビ
ルドアップから、レイアウトの
基礎まで総合的に学ぶ。

【専門知識スキル】：広告の基
礎知識、広告の社会的役割、
発想方法、制作方法、レイア
ウトの基礎バランス　【社会人
基礎力】：クライアントへのヒ
アリングに必要な、主体性、
課題発見力、傾聴力を基礎と
しながら、クリエイティブワー
クへの姿勢として創造力、発
進力、実行力、柔軟性、計画
力を育て、プレゼンテーション
能力に対する、発信力、状況
把握力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自
保管する。　課題の提出は期日提出を必
須とし、やむを得ない理由によって提出
不可能な場合は、事前に提出することを
心がける。　【評価の観点】：成果のクオ
リティはモチロンであるが、コンセプトに
あたる制作意図、そのコンセプトを踏ま
えた制作プロセス、それらを伝えるプレ
ゼンテーションも同等の評価対象とす
る。　【その他】：ディスカッションも適宜取
り入れ実施。　【評価項目（評価の方
法）】：成果物のクオリティ－30%、コンセ
プト設定－30%、制作プロセス－20%、プ
レゼンテーション－20%。なお、欠席・遅
刻・早退はその回数に応じて減点をおこ
なう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 (1)科目の狙い、到達レベル、
講義計画等の説明に加え、こ
の授業の目的と意味を伝え
る。(2)企業広告とプロモー
ションの違いを理解し、表現
の重要性・レイアウトを含めた
基礎知識を説明。

現代における広告の種類、媒
体、接触機会、企業広告と
セールスプロモーションの違
いを座学によって説明。後半
は現在のレイアウト能力を
チェックする課題制作。

広告の再認識と、広告の基礎
知識を習得。レイアウト能力
をチェックする基礎課題に
よって、レイアウトの基本を習
得。

主体性、実行力、計画力、創
造力、発信力、傾聴力、ストレ
スコントロール力

【授業運営方法】：講師制作物を資料と
し、広告の基礎知識を講義。後半は課題
のレイアウト制作。

【重要】デ
ザイン専用
のアイデア
帳用意の
告知

2 過去の広告を参考にして、広
告の表現方法を学ぶ。

過去の様々な企業広告を見
ながら、広告の表現手法につ
いて説明。後半は前回に引き
続き、レイアウト能力をチェッ
クする課題制作と講評。

様々な場所に掲載される広
告における、最適な情報量・
内容、多種多様な表現方法
の感覚を掴む。

主体性、実行力、計画力、創
造力、発信力、傾聴力、ストレ
スコントロール力

【授業運営方法】：過去広告資料による
講義と、ディスカッションを交え、広告の
基礎知識と表現の感覚を掴む。後半は
課題のレイアウト制作。　【持参物】：アイ
デア帳

デザイン専用
のアイデア帳
を用意。

3 課題 / 企業広告の制作 01 名古屋に本社を置く企業、カ
ゴメ、松川屋老舗、バーミキュ
ラの3社から一つを選び、企
業広告をA1ポスターサイズで
制作する。企業情報収集、コ
ンセプトアイデア発案、手書き
によるラフスケッチを行い、ラ
フ案は最低5案提出。

選択した企業の情報収集を
行い、企業広告のコンセプト
アイデアを発案、手書きによ
るラフスケッチを習得。

主体性、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、柔軟
性、状況把握力

【授業運営方法】：課題発表ののち、企業
選択を経て、広告のコンセプトアイデア
の発案、ビジュアルのラフスケッチを行
う。後半は前回制作していたレイアウト
課題の講評を個別に行う。　【持参物】：
アイデア帳

レイアウト課
題を出力して
プリントで提
出

4 課題 / 企業広告の制作 02 前回授業での選択企業の報
告と、広告アイデアのチェッ
ク。

発案した広告アイデアに、表
現としてずれがないかチェック
し、表現の感覚を掴む。また
講師チェックによるの修正対
応の柔軟性を習得。

主体性、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、柔軟
性、状況把握力、ストレスコン
トロール力

【授業運営方法】：個別に広告アイデアの
確認。また講師による指摘によりアイデ
アを修正。　【持参物】：アイデア帳

1 / 2 ページ



25年度_後期_TSD_ビジュアル_2年_アドバタイジングデザインⅠ_加藤.xlsx

5 課題 / 企業広告の制作 03 前半はデータ制作の基本を
講義。後半はラフ案の中から
採用したアイデアの実寸カン
プ制作。

使用画像の適正解像度や、
印刷ミスのないデータ制作の
基本を座学をベースに習得。

主体性、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、柔軟
性、状況把握力

【授業運営方法】：プロジェクターにて広
告のデータ作成の基礎を講義。その後
講義内容を含め実習へ移行。　【持参
物】：アイデア帳

6 課題 / 企業広告の制作 04 実寸カンプ中間チェック。 実寸で制作したポスターを出
力、切り貼りにて実寸サイズ
でカンプチェック。文字の大き
さやマージンの最適な取りか
たなど、レイアウトの基礎を習
得。

同上 【授業運営方法】：切り貼りした実寸のカ
ンプにてレイアウトチェック。　【持参物】：
アイデア帳

7 課題 / 企業広告の制作 05 広告の実制作。基本的には
ビジュアルに使用する写真、
イラストはサイトから引用せず
に、オリジナルで制作。

発案したアイデアに基づい
て、クオリティを担保しつつ、
ビジュアルの制作プロセスを
習得。

主体性、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、柔軟
性、状況把握力、ストレスコン
トロール力

【授業運営方法】：各自実制作。　【持参
物】：アイデア帳

8 課題 / 企業広告の制作 06 同上 同上 同上 同上
9 課題 / プロモーションツール

の制作 01
広告制作で選択した企業の、
プロモーション用の小型グラ
フィックを制作する。A4相当
サイズで制作、仕様・形状は
自由とする。

プロモーションツールの使用
場所を想定、効果的な仕様と
形状の構成、紙面に載せる
情報の取捨選択を学ぶ。

主体性、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、柔軟
性、状況把握力

【授業運営方法】：サイトをベースに掲載
商品と情報を選択。消費者がストレスに
ならない情報量を考え、ビジュアルアイ
デアと共に構成する。　【持参物】：アイデ
ア帳

10 課題 / プロモーションツール
の制作 02

小型グラフィックのアイデア
ラッシュ。手書きラフを最低3
案チェックする。

同上 同上 同上

11 課題 / プロモーションツール
の制作 03

実制作する上で必須となるレ
イアウトスキルを学ぶ。用意
された情報を元に、プロモー
ションツールとして効果的なレ
イアウトを考える。

基本的なレイアウトスキルの
習得。

主体性、実行力、課題発見
力、計画力、創造力、傾聴
力、柔軟性、ストレスコント
ロール力

【授業運営方法】：収集した情報画像を
大割りに落とし込んでラフの制作。その
後講師チェック。　【持参物】：アイデア帳

12 課題 / プロモーションツール
の制作 04

引き続き前回のブラッシュアッ
プ。構成がまとまり次第、カン
プ制作へ移行。

同上 同上 【授業運営方法】：本授業内で学んだ
マージンや文字サイズ、情報量に気をつ
けながらカンプの完成度を上げる。　【持
参物】：アイデア帳

13 課題 / プロモーションツール
の制作 05

完成カンプを出力、製本して
レイアウトチェックを受ける。

自寸サイズのツールをチェッ
クすることで、文字サイズ、情
報量、マージンの取り方を学
ぶ。

同上 【授業運営方法】：小型グラフィックを印
刷・製本し、レイアウトチェックを受ける。
【持参物】：アイデア帳

14 企画書の制作 制作した企業広告と小型グラ
フィックを企画書へまとめる。

企画書の意味と基本的な構
成を習得。

同上 【授業運営方法】：企画書の制作方法の
講義と実制作。　【持参物】：アイデア帳

15 プレゼンテーション 企業広告と小型グラフィック
のプレゼンテーション。

プロフェッショナルのプレゼン
テーション基礎の習得。

主体性、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、柔軟
性、状況把握力、ストレスコン
トロール力

【授業運営方法】：最終課題のプレゼン
テーション。その後講評。　【持参物】：ア
イデア帳
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
Web構築ソフト「DreamWeaver」を
使ったホームページ制作。制作意図
にそったイメージをホームページ上に
デザイン展開できる表現力・展開力を
身につける。スタート画面のアニメー
ション等インタラクティブなタイトルも
制作する。

適宜必要な資料はプリントとして配
布。 ※前期配布済み資料も使用。

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。前期に習得した最低
限必要な知識とスキルなど基礎的な
事を生かし、後期では企業・店舗
Webサイトをフルサイズでを制作しま
す。【コンセプトワーク（企画書：ター
ゲット・コンセプト・ディレクトリー構成
図・演出等）→イメージワーク（トップ
ページのデザイン）→DreamWeaver
を使用してコーディング→プレゼン
テーション】　jQueryスライドショー
（JavaScriptライブラリ）の習得　・実際
の仕事で必要とされるクライアントとの
コミュケーションの取り方、ターゲット
に合った企画立案＋ユーザビリティ・
アクセシビリティに考慮したサイト制作
を習得する。　・Webデザインの授業
を通じて物作りに必要な企画・情報
整理の仕方や、見せ方、デザインの
機能などを理解、習得する。

実際の仕事で必要とされる

１．jQueryスライドショー
（JavaScriptライブラリ）の習得
２．コンセプトワーク（企画書）、
デザイン（物作り）の基礎をより
深く理解、習得。　３．ターゲッ
トを意識した、ユーザビリティ・
アクセシビリティに考慮した情
報整理の仕方や演出方法の
習得。　４．クライアントへのコ
ミュニケーション力・企画力・プ
レゼンテーション力の習得。
５．前期よりも長いスケジュー
ル感覚を養う。

【前半】　前期を振り返りながらコンセプトワークの大
切さやユーザビリティ・アクセシビリティについて講
義します。既存の良いサイトをリサーチ・分析し全
員の前でプレゼンテーションをしていただきます。
【後半】　企業（既存・仮想）または店舗のWebサイト
制作。各自で企業・内容を決め、決められたスケ
ジュールの中で講師をクライアントと見立て、企画
書からWebサイト制作までを実際に行う。プレゼン
テーションを実施。 １．コンセプトワークの大切さを
理解できているか。

２．企画書に沿ったディレクトリー構成図が
書けているか。３．ターゲットを意識した、
ユーザビリティ・アクセシビリティに考慮し
たWebサイトになっているか。４．決められ
たスケジュールの中で進める事ができて
いるか。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 (1)科目の狙い、到達レベル、講義計
画等の説明（30分）　　 (2)Webサイト
をリサーチ・分析。※第2講でプレゼ
ンテーション

 1.ユーザビリティ・アクセシビリティに
ついて　2.既存の企業・店舗などの存
在するWebサイトをリサーチ・分析。
※第2講でプレゼンテーション

ユーザビリティ・アクセシビリティを理
解する。普段見慣れているWebサイト
がどのような仕組み、コンセプトで出
来ているかをリサーチする。

主体性、働きかけ力 プリント配布 ※前期に配布したプリント、ハードディ
スク ※毎回持参

2 第1講で行った「Webサイトをリサー
チ・分析」のプレゼンテーションを全
員の前で行います。

他生徒のプレゼンテーションを通じ
て、良いサイトの企画、仕組みを考え
る。

ユーザビリティ・アクセシビリティや機
能を意識しながら既存のWebサイトを
リサーチし、纏めレポートした内容を
全員で共有する。

主体性、働きかけ力 〃

3 jQuery（JavaScriptライブラリ）スライド
ショーの制作
Webサイト総合：制作。各自のテーマ
にてWebサイトの制作。

JavaScriptのサンプルを配布。

スケジュール作成

JavaScriptのソースを書き換えながら
実際にスライドショーを制作、
JavaScriptを使用した演出の技術の
取得。

主体性、働きかけ力
計画力

jQuery（JavaScriptライブラリ）のベースをデータを
配布／ソースを書き換【2】チェック。

4 Webサイト総合：制作。各自のテーマ
にてWebサイトの制作。

Webサイトコンセプトワーク：企画書
（コンセプト ・ターゲット ・構成図・ロ
ゴ・スケジュールの制作）

ユーザビリティ・アクセシビリティや機
能を意識しながら企画書の制作

計画力、実行力、創造力、柔軟性、
発信力

講師をライアントと見立てて方向性を報告・相談後
に企画書の制作（Illustrator）。【2】チェック。

5 〃 トップページのデザイン制作
（Photoshop）→チェック

〃 〃 トップページ制作（Photoshop）／チェック。

6 〃 〃 計画力、実行力、創造力、柔軟性 計画力、実行力、創造力、柔軟性 〃

1 / 2 ページ
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7 Dreamweaverを使用し正しいコードの
記述にてWebサイトを組み立てる。

Webサイト総合：制作　トップページの
OKが出たら→　Dreamweaverを使用
し正しいコードの記述にてWebサイト
を組み立てる。

前期で習得した基本、ルールを振り
返りながら制作。

〃 プリント配布 ※前期に配布したプリント、ハードディ
スク ※毎回持参

8 〃 雛形ページで使用する素材を
Photoshopにて制作。

〃 〃 〃

9 〃 〃 〃 〃 〃

10 〃 Dreamweaverを使用し正しいコードの
記述にてWebサイトを組み立て

〃 〃 〃

11 〃 実際に組み立てたサイトが崩れてい
ないかをブラウザ（ Explorer／
Chrome）でチェックをしながら制作。

〃 〃 〃

12 〃 〃 〃 〃 〃

13 プレゼンテーション プロジェクターを使用し全員の前でプ
レゼンテーションを行います。

プレゼンテーションで自分が手がけ
たWebサイトを発表し伝える事を学
ぶ。また、他のプレゼンテーションを
見聞きし良い所を学ぶ。

発信力、傾聴力、課題発見力、規律
性、ストレスコントロール力、柔軟性、
課題発見力

14 プレゼンテーション 〃 〃 発信力、傾聴力、課題発見力、規律
性、ストレスコントロール力、柔軟性、
課題発見力

15 プレゼンテーションにて指摘された箇
所を修正。

プレゼンテーションにて指摘された箇
所を修正。

 プレゼンテーション時に出た意見を
元にWebサイトを修正。

柔軟性、課題発見力 提出（企画書＋
HTMLデータ）

2 / 2 ページ
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
グラフィックデザインでのイラストレー
ションとは何か、キャラクターの役割
とは何か、オリジナリティとその必要
性を理解する。キャラクターデザイン
に必要な「造形力」に立ち帰り、具象
形から美しくデフォルメすることに取
り組む。実際に使用されるキャラク
ターデザインを想定し制作する。制
作可能な表現の種類を増やす。

Mac、鉛筆、色鉛筆、クロッキー帳、
スケッチブック、筆記用具、各自必要
な画材

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。キャラクター制作で
必須の条件（目的、使用媒体の理解
と制約）に沿って制作、実際に使用
されるキャラクターデザインとパッ
ケージデザインを目指す。後半では
ポートフォリオに必要なイラストレー
ションの見せ方とデザイン展開も同
時進行で完成させる。

【専門知識スキル】：デザインにおけ
るイラストレーションの役割を説明で
きる。画材の特性を活かした基礎画
力の習得。一定のスピードで必要な
形が描ける。制約の中でオリジナリ
ティを意識した、イラストレーションの
理解。【社会人基礎力】クライアントと
の対応に必要な主体性、傾聴力を
基礎としながら、課題進行の中で創
造力、発進力、実行力、計画力を育
て、他者の作品と自分の作品の振り
返りの中から、スキルアップのための
課題発見力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自保管す
る。　課題の提出は期日提出を必須とし、やむを
得ない理由によって提出不可能な場合は、事前
に提出することを心がける。　【評価の観点】：成果
のクオリティはもちろんであるが、コンセプトにあた
る制作意図、制作のプロセス、それらを伝えるプレ
ゼンテーションも同等の評価対象とする。　　【評
価項目（評価の方法）】：成果物のクオリティ－
30%、コンセプト設定－30%、制作プロセス－20%、
プレゼンテーション－20%。なお、欠席・遅刻・早退
はその回数に応じて減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）
1 (1)キャラクターって何？(2)具象形か

ら抽象形へ（3）課題1の説明
課題説明と造形演習。 具象形から美しいデフォルメを意識

した造形力を養う。
主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】キャラクターとは？の講義後、専
用シートに制作。【持参物】筆記用具、鉛筆、色鉛
筆、クロッキー帳、スケッチブック

キャラクターと
は、デフォル
メとは

2 　造形演習。コンペティション課題ス
タート。

〃 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】キャラクターとは？の講義後、専
用シートに制作。【持参物】筆記用具、鉛筆、色鉛
筆、クロッキー帳、スケッチブック

　

3 　〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】キャラクターとは？の講義後、専
用シートに制作。【持参物】筆記用具、鉛筆、色鉛
筆、クロッキー帳、スケッチブック

　

4 キャラクターのレクチャー後、課題2
の説明。

課題説明とリサーチ、アイデア出しス
タート。

使用されることを前提としたキャラク
ターをデザインする。使い易さや分
かりやすいコンセプトを意識してオリ
ジナルデザインを提案する。

主体性、実行力、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、情況把握力

【授業運営方法】【持参物】筆記用具、スケッチ
ブック、Mac、各自必要な着彩画材

5 必要素材の確認とデザイン制作。 〃 〃 〃 【授業運営方法】企画書と進行の確認、デザイン
作業。【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac、
各自必要な着彩画材

6 〃 〃 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】デザイン作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac

7 〃 キャラクターイラストを使ったアイテム
を企画・デザインする。

〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】リサーチ、ラフ案の確認、制作に
必要な画材選びと描き方の確認後、演習。【持参
物】筆記用具、スケッチブック、Mac、各自必要な
着彩画材
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8 〃 キャラクターイラストを使ったアイテム
を企画・デザインする。

〃 〃 【授業運営方法】ラフ制作。【持参物】筆記用具、
スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画材

9 〃 キャラクターイラストを使った素材制
作。
コンペティション課題提出。

〃 主体性、実行力、計画力、創造力、
発信力、傾聴力、規律性、情況把握
力

【授業運営方法】イラスト制作。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画材
コンペティション課題提出。

10 　〃 原寸大での確認。 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】企画書と進行の確認、デザイン
作業。【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac、
各自必要な着彩画材

　

11 〃 ブラッシュアップ。 〃 〃 【授業運営方法】ブラッシュアップ作業。【持参物】
筆記用具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩
画材

12 課題2プレゼンテーション 振り返り作業。 造形力を生かしたアイコンデザイン。
シンプルで美しいフォルムを目指
す。

〃 【授業運営方法】プレゼンテーション。【持参物】筆
記用具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画
材

13 課題3の説明。 目的の理解と案出し作業。 Webに使用されることを前提としたア
イコンをデザインする。使い易さや分
かりやすいコンセプトを意識してオリ
ジナルデザインを提案する。

〃 【授業運営方法】ラフ案出し。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画材

14 必要素材の確認とデザイン制作。 〃 〃 主体性、実行力、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、情況把握力

【授業運営方法】デザイン作業。【持参物】今まで
制作した手描き作品、筆記用具、スケッチブック、
Mac

15 課題３プレゼンテーション ブラッシュアップ作業。 ポートフォリオに関するイラストを使っ
たページのレイアウト作業

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】デザイン作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
色覚について十分に理解し、色によ
る情報を正確に受け取れなくて困っ
ている色覚異常、または高齢者・障
がいのある方にきちんと情報が伝わ
るようカラーユニバーサルデザインを
学ぶ。

資料は必要に応じPDFまたはプリント
で配布。

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。カラーユニバーサル
デザインを理解し、制作する事を通じ
て自分の得意分野・得意表現に留ま
ること無く、より多くの表現技法・デザ
イン表現に挑戦する。課題制作を通
じ、外部（出力サービス、印刷会社、
クライアントなど）に作品データを提
出するための、適切で無駄のない
データ制作（解像度・画像形式など）
を学ぶ。

【専門知識スキル】：・クライアントが求
めるものを十分理解し、作品に反映
できる。課題ごとに適したアイティア、
デザイン表現、デザイン技法を選び
作品を作ることができる・作業工程、
自分の作業速度などを考慮し、スケ
ジュール管理ができる。・外部（出力
サービス、印刷会社、募集企業など）
に提出できる、適切で無駄のない
データ制作ができる。　【社会人基礎
力】：主体性、課題発見力、実行力、
計画力。（詳細は、各講の「当授業で
のターゲット社会人基礎力」部分参
照）。

【受講ルール等】：資料配布は基本的にPDFデー
タまたはプリントで配布とする。　課題の提出は締
め切り厳守とする。【評価の観点】：提出された課題
の出来。授業中に説明した事を理解し、作品に活
かせているかどうか。ラフスケッチの段階からコンセ
プトに沿った作品作りが出来ているかどうか。独り
善がりのデザインではなく、依頼主、クライアントの
求める、目的を果たすものになっているかどうか。
クオリティーを上げる努力がされているか、細部ま
で気を配り、丁寧に制作されているかどうか。【その
他】：グループワークも適宜取り入れ実施。コンペ
ティションの締め切りによっては並行して課題制作
を行う場合がある。また、コンペティションの内容に
よっては課題数を変更する場合がある。　【評価項
目（評価の方法）】：出席状況、授業態度、課題、プ
レゼンテーションによって総合的に判断する。但
し、出席率80%未満の場合、課題未提出（未完成
のもの、提出期限を過ぎた場合も含む）、プレゼン
テーション不参加がある場合は単位を認めない。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 １．科目の狙い、２．到達レベル、３．
講義計画等の説明（30分）4.カラーユ
ニバーサルデザインについて、リ
サーチ・外部講師によるCUD講習会

・課題発表、オリエンテーション　・
チームごとにディスカッション。グルー
プ内で企画について話し合う。・考え
た企画がカラーユニバーサルの視点
から無理がないかなど専門講師によ
るレクチャーとチェック。（カラーコー
ディネーター吉田先生）

・授業の目的を理解する。　カラーユ
ニバーサルデザインの概要を理解
し、クライアント（応募主、依頼主）が
どんなものを求めているか理解でき
る。

主体性、傾聴力、課題発見力、計画
性

【授業運営方法】：課題発表、オリエンテーション。
クラス内でクライアントの狙いやキーワードを話し合
う。その後各自アイディア出し、リサーチ。　【持参
物】：課題資料（カラーのチラシや印刷物）、筆記用
具、パソコン（色のシュミレーターインストールして
おくこと）

2 ・３限目、クライアント（御月見堂様）
来校。課題内容のレクチャー。４限
目、外部講師によるカラーに対する
レクチャー。

・御月見堂の村瀬社長来校。課題内
容のレクチャー。人にやさしい色づか
いをすすめる会（富永代表/予定）・
当事者がどう見えるかバリアントール
で疑似体験してみる。

・新しい企画が適正か自己満足に終
わっていないかの検証ができる。

主体性、傾聴力、課題発見力、働き
かけ力、計画性

【授業運営方法】：課題発表、オリエンテーション。
クラス内でクライアントの狙いやキーワードを話し合
う。その後各自アイディア出し、リサーチ。　【持参
物】：課題資料、筆記用具、パソコン

各グループで何
をやるのか候補
をだしておく。

3 ・各グループでリサーチ及び企画立
案

グループ内で企画について話し合
う。

・十分な企業、市場リサーチを元にし
たコンセプトを考えることができる。

主体性、傾聴力、課題発見力、働き
かけ力、計画性

【授業運営方法】：実習。コンセプト、ラフスケッチの
チェック。ラフスケッチをクラス内で発表し、クライア
ントの要求と合致しているか、コンセプトはズレてい
ないか等を話し合う。【持参物】：課題資料、筆記用
具、パソコン

内容（簡易企画
書）

4 ・各グループでリサーチ ・各グループでカラーユニバーサル
デザインが必要とされるものをリサー
チ

・企画力の再構築ができる。 〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン

内容（簡易企画
書修正）

5 ・各グループで企画見直し ・各グループでカラーユニバーサル
デザインで必要とされるものを検証決
定

・自分の作業スピードを考慮し、提出
までのスケジュールを組むことができ
る

〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン

内容決定

6 ・各グループで制作する企画の決定 ・企画の決定、デザインのラフスケッ
チ　・完成までの作業スケジュールを
立てる

・自分の作業スピードを考慮し、提出
までのスケジュールを組むことができ
る

主体性、傾聴力、課題発見力、働き
かけ力、計画性

【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン
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7 ・制作 ・各自で作品の制作 ・作品のクオリティを上げるために十
分な努力ができる。　・クライアントが
求めているものを正しく解釈し、自分
の作品に取り込めている。

主体性、働きかけ力、計画性 【授業運営方法】：出来上がった作品を見ながら
ディスカッション。その後作品の修正。【持参物】：
課題資料、筆記用具、パソコン

8 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、外部記憶媒体（ポータブル
HDD）、iPad

9 ・制作 ・各自で作品の制作 〃 〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン

成果物（企画
書、パッケージな
ど）

10 ・中間プレゼンテーション
・外部講師来校(予定）

・各グループで発表、ディスカッション 　・一度完成させた作品に寄せられ
た客観的な意見をふまえ、もう一度
自分の作品を見直し、改善すること
ができる。

〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン

簡易成果物

11 ・修正と追加 ・各グループ（各自）で作品の制作 ・〃 〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、外部記憶媒体（ポータブル
HDD）、iPad

12 ・〃 ・〃 ・ひとりよがりのデザインでなく、他人
に伝わるデザインをすることができ
る。　・一度完成させた作品に寄せら
れた客観的な意見をふまえ、もう一
度自分たちの作品を見直し、改善す
ることができる。

〃 【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン

13 ・作品の修正、完成 ・作品の修正、完成 ・〃 主体性、傾聴力、課題発見力、柔軟
性

【授業運営方法】：出来上がった作品を見ながら
ディスカッション。その後作品の修正。【持参物】：
課題資料、筆記用具、パソコン

完成、提出

14 ・プチプレゼンテーション ・来週の本プレゼンに向けての予行
演習

・予行演習をすることで本番に強くな
る。

主体性、働きかけ力、計画性、柔軟
性

【授業運営方法】：実習。各自制作。【持参物】：課
題資料、筆記用具、パソコン

15 ・本プレゼンテーションと振り返り ・クライアントと外部講師とひとにやさ
しい色つかいをすすめる会会員様来
校。プレゼンテーションで得た事はな
にか？など話し合う。

・自分たちの企画が当事者に通用す
るか検証できる。作るだけじゃなく振
り返り本質を知る事でさらなる開くに
つながる。

〃
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
2件の産学連携授業で新企画・提案
に取り組む。グラフィックデザイナー・
アートディレクターを目指す上で、よ
り専門的な知識と、より高度な技術、
より充実したコンセプトワークの習得
を目指し、完成度の高い課題制作を
目的とする。アートディレクションの視
点を身につける。
①産学連携課題（さふらん生活園
様）
②産学連携課題（JAあいち豊田様）

参考資料となるデザイン及び資料に
関しては、必要に応じプリント又は
PDFにて配布。

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。企業との産学共同授
業と、ブランディングを主軸とした企
画展開を目的とし、各自の設定ター
ゲットによる、購買促進を目的とした
デザインを展開する。後半では、グラ
フィックデザインにおける不変の美し
いデザインの探求と、これまでのスキ
ルの応用作品を制作する。午前と午
後で異なる地元企業との産学連携
授業を実施する。

【専門知識スキル】：クライアントの意
図に沿いながらも自由な発想で新し
い企画を構築できる。また、そのゴー
ルに向けて、どういったツールが必
要かを選択肢、最適なビジュアル展
開をすることができる。 【社会人基礎
力】：クライアントへのヒアリングに必
要な、主体性、課題発見力、傾聴力
を基礎としながら、クリエイティブワー
クへの姿勢として創造力、発進力、
実行力、柔軟性、計画力を育て、プ
レゼンテーション能力に対する、発
信力、状況把握力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自保管。課
題の提出は期日提出を必須とし、やむを得ない理
由によって提出不可能な場合は、事前に提出する
ことを心がける。　【評価の観点】：成果のクオリティ
はモチロンであるが、コンセプトにあたる制作意
図、そのコンセプトを踏まえた制作のプロセス、そ
れらを伝えるプレゼンテーションも同等の評価対象
とする。　【その他】：3～4人のグループワークも適
宜取り入れ実施。　【評価項目（評価の方法）】：制
作物のクオリティ－30%、コンセプト設定－30%、制
作プロセス－10%、プレゼンテーション－30%。な
お、欠席・遅刻・早退は回数に応じて減点をおこな
う。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 （1）「商品」に関わるデザインについ
て。スケジュールの説明。（2）ゼミ内
容・課題①と課題②の説明。

実際に採用され、販売することを前
提としデザインを体験する。「伝わる」
コンセプトを意識してオリジナルデザ
インを提案する。依頼内容と制作物
の確認。

クロスクリエイティブの基礎を理解習
得。

主体性、実行力、計画力、創造力、
傾聴力、柔軟性、ストレスコントロー
ル力

【授業運営方法】：レクチャー。　【持参物】：筆記用
具、クロッキー帳、PC、リサーチ資料

2 【課題①】現地視察とレクチャー
【課題②】現地視察レクチャー

クライアントの思いや要望をくみ取
り、現場でのリサーチに取り組む。

デザイナーとして提案できること、疑
問に思うことを現地で各自確認す
る。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】ラフ案出し、進行の確認、デザイ
ン作業。　【持参物】PC、各自必要な画材。

3 〃 企画書（仮）制作。 第三者が見ても分かりやすいラフ案
を提案する。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】企画書と進行の確認、デザイン作
業。　【持参物】PC、各自必要な画材。

4 〃 企画書中間チェック。 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】企画書と進行の確認、デザイン作
業。　【持参物】PC、各自必要な画材。

5 〃 〃 〃 主体性、実行力、計画力、発信力、
傾聴力、柔軟性、状況把握力

【授業運営方法】企画書と進行の確認、デザイン作
業。　【持参物】PC、各自必要な画材。

6 〃 デザインと企画書のブラッシュアッ
プ。

〃 主体性、実行力、計画力、創造力、
傾聴力、柔軟性、ストレスコントロー
ル力

【授業運営方法】中間プレゼンテーションと進行の
確認。　【持参物】PC、各自必要な画材。

7 【課題②】中間プレゼンテーション。 レイアウト、文字組、洗練されたデザ
インの条件とは？

〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】中間チェック後のブラッシュアップ
作業。　【持参物】PC、各自必要な画材。

8 【課題①】中間プレゼンテーション。 〃 実際に採用され、販売することを前
提としデザインを体験する。「伝わる」
コンセプトを意識してオリジナルデザ
インを提案する。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】中間チェック後のブラッシュアップ
作業。　【持参物】PC、各自必要な画材。
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9 修正箇所の発見。 〃 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】進行の確認、デザイン作業。
【持参物】PC、各自必要な画材。

10 〃 〃 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】　スケジュールの確認、デザイン
作業。【持参物】PC、各自必要な画材。スタート。

11 〃 〃 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】　スケジュールの確認、デザイン
作業。【持参物】PC、各自必要な画材。スタート。

12 〃 課題②完成データ事前送信。 魅力的な「伝わるプレゼンテーショ
ン」を目指す。

主体性、実行力、計画力、発信力、
傾聴力、柔軟性、状況把握力

【授業運営方法】　スケジュールの確認、デザイン
作業。【持参物】PC、各自必要な画材。スタート。

13 〃 課題①完成データ事前送信。 魅力的な「伝わるプレゼンテーショ
ン」を目指す。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】各自ブラッシュアップ作業。【持参
物】PC、各自必要な画材。

14 【課題②】最終プレゼンテーション。 「商品の魅力」を言葉と企画書、サン
プルでプレゼンテーションする。

〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟
性

【授業運営方法】　データ最終確認、完成。【持参
物】PC、各自必要な画材。

15 【課題①】最終プレゼンテーション。 「商品の魅力」を言葉と企画書、サン
プルでプレゼンテーションする。

〃 主体性、実行力、計画力、発信力、
傾聴力、柔軟性、状況把握力、ストレ
スコントロール力

【授業運営方法】最終プレゼンテーション。　【持参
物】

2 / 2 ページ



25年度_後期_TSD_ビジュアルデザイン_2年_ビジュアルデザインⅡ_渡邉.xlsx

科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
ビジュアルコミュニケーションデザイン
をベースに情報デザインを学ぶ。
視覚デザインによって全ての人が理
解ができるピクトグラム、ダイアグラ
ム、インフォグラフィックスを制作。伝
えたい情報を、二次元の抽象化され
た図、記号、数式、文字列、関係表
現によって制作することで、情報を整
理し、情報デザインの基本を学ぶ。

配布：参考資料となるデザイン及び
資料に関しては、必要に応じプリント
又はPDFにて配布。

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。ビジュアルデザインの
基本、大切さを伝え、ビジュアルルデ
ザインを活かせる仕事を解説し、制
作を行う。

【到達目標】ビジュアルコミュニケー
ションデザインの基本情報を整理し
わかりやすく表現する。情報を整理し
象徴的に表現しモデル化する.ko 点
とそれらを繋ぐ線とから構成される図
示 集合の相互関係などの図示 関数
などを整理し、デザイン手法を覚えな
がらデザインの表現法票を明確に伝
えることを目標とします。【専門知識ス
キル】ビジュアルデザインを学ぶこと
で、さまざまな分野で求められるスキ
ルを習得。→デザイン社会で活かせ
る主な仕事に役にたつ。【社会人基
礎力】：１．考え抜く力（・課題発見力
・計画力　・想像力）　　２．前に踏み
出す力（・主体性　・働きかけ力　・実
行力）　３．情報力（・発信力　・傾聴
力　・柔軟性　・状況判断力）

【受講ルール等】：・指定された場所へ必ず提出、
後日提出は受け取らない。（指定された日に提出
が不可能な場合は、理由を講師に報告の上、提出
日以前に提出。）企画書及び作品は必要に応じそ
の枚数（部数）を出力（CD-ROM含む)して提出。
【評価の観点】：'出席状況、授業態度、提出された
作品によって総合的に判断する。但し、出席率が８
０％に満たない場合、課題提出がされていない場
合は単位を認めない。【評価項目（評価の方法）】：
企画、アイディア－20%、　クリエイティブ－40%、
授業に対する姿勢－２0%、個－10%、その他－
10%。　なお、欠席・遅刻・早退はその回数に応じて
減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）
1 ＜オリエンテーション＞ピクトグラム、

ダイアグラムついて　情報デザインで
大切なこと　課題テーマ情報を整理
する」の説明　＜プラン＞・アイデア、
プランニング

＜ビジュアルデザインの基本＞情報
デザインには、押さえておくべきポイ
ントがいくつかあります。その中でも
特に基本的なものについて解説しま
す。＜情報デザインの基本＞ビジュ
アルコミュニケーションデザインはデ
ザインで情報を伝えることが目的で
す。見る人が情報を正しく受け取るた

ピクトグラム＜意味概念を理解＞　ダ
イアグラム／インフォグラフィック＜情
報を整理し象徴的に表現しモデル化
する＞　・情報の整理・ピクトグラムと
アイコンの違い（単色化多色）

ヴィジュアルコミュニケーションデザイ
ンの基本
デザイン社会で活かせる

【授業運営方法】：ビジュアルデザインは、　１．決
められた表現方法ではなく、自由な発想でオリジ
ナリティーを求める。２．表現は自由とするが、デザ
インのルールに従って制作を行う。
【個人が用意するもの】
この課題専用のノートとクリアファイル（A4サイズ）
筆記用具

2 ＜ピクトグラム＋ダイアグラムラフデザ
イン＞・アイデアスケッチ

・テーマ沿ったラフ制作 ・ 伝えたい情報を決める　・ 情報を
視覚化するために、特徴的な記号な
どに置き換える　・ 不要な要素を削る

・表現・企画力 ＊全体的な授業より個々の個性を尊重するため、
毎週面談方式的な授業形式

3 〃 〃 〃 〃 〃

4 〃 ラフ制作の確認 ・ 目標に沿ったアイデアを確認し、方
向性を構築する

〃 〃

5 ＜ピクトグラム＋ダイアグラムデザイン
＞

・不要な要素が多いとユーザーの記
憶に残りにくいという性質があるた
め、できる限りシンプルなデザインに
する方法を学ぶ。

・ 伝えたい情報を決める　・ 情報を
視覚化するために、特徴的な記号な
どに置き換える　・ 不要な要素を削る

〃 〃

6 〃 〃 〃 〃 〃

7 〃 〃 １作品目終了 〃 〃
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8 ＜ピクトグラム＋インフォグラフィックラ
フデザイン＞・アイデアスケッチ

・テーマ沿ったラフ制作 ・ 伝えたい情報を決める　・ 情報を
視覚化するために、特徴的な記号な
どに置き換える　・ 不要な要素を削る

〃 〃

9 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】：プロジェクターを使用したプレゼ
ンテーション
【学校が用意するもの】プロジェクター

企画書（A４横）
の提出
現物（デザインさ
れたもの）

10 〃 ラフ制作の確認 ・ 目標に沿ったアイデアを確認し、方
向性を構築する

〃 ＊情報デザインについて
毎週、ビデオまたはQ&Aによる講義を前半に行う。

11 ＜ピクトグラム＋インフォグラフィックラ
フデザイン＞デザイン制作

・不要な要素が多いとユーザーの記
憶に残りにくいという性質があるた
め、できる限りシンプルなデザインに
する方法を学ぶ。

・ 伝えたい情報を決める　・ 情報を
視覚化するために、特徴的な記号な
どに置き換える　・ 不要な要素を削る

〃 〃

12 〃 〃 〃 〃 〃

13 〃 〃 〃 〃 〃

14 〃 〃 〃 〃 〃

15 ＜プレゼン＞ ＜プレゼンテーション＞・コンセプト
ワークからアイデア、注目点などを説
明

・発信力・表現・企画力 【授業運営方法】：プロジェクターを使用したプレゼ
ンテーション
【学校が用意するもの】プロジェクター

企画書（A3横）
の提出
現物（デザインさ
れたもの）
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
現代のWebデザインに必要な視覚的
表現やユーザー体験（UX）の基礎を
学び、HTMLやCSSを活用してデザイ
ンをウェブ上で再現するスキルを習
得する。レスポンシブデザインやアク
セシビリティの考え方を取り入れ、さま
ざまなデバイスに対応したデザインを
制作することで、実務に即した表現力
と技術力を身につける。さらに、プロト
タイプ作成やプレゼンテーションを通
じて、アイデアを的確に伝えるコミュ
ニケーション力や修正対応力を養うこ
とを目的とする。

適宜必要な資料はweb上で配布 。 《実務経験のある教員による授業科
目》
デザイン業界での実務経験を持つ教
員が担当し、Webデザインに必要な
HTMLとCSSの基本を習得する。企画
書作成を通じて構成の重要性を理解
し、課題制作ではレスポンシブデザイ
ンやアクセシビリティを考慮したデザ
インに取り組む。プロトタイプ制作や
プレゼンテーションを通じて発信力や
スケジュール管理を養う。

現代のWebデザインに必要な視覚的
表現やユーザー体験（UX）の基礎を
学び、HTMLとCSSを活用してデザイ
ンをウェブ上で再現するスキルを習
得する。企画書の作成を通じてコン
セプトや構成の重要性を理解し、レス
ポンシブデザインやアクセシビリティ
の考え方を取り入れた制作を行う。さ
らに、プロトタイプ制作やプレゼン
テーションを通じて、発信力や修正対
応力、スケジュール感覚を養うことを
目的とする。

【受講ルール等】：資料は後期でも使用します、ポ
ケットフォルダーなどを用意しいつでも確認できる
状態をキープすること。　【評価の観点】：最終過程
にてプレゼンテーションを行います。指定された日
時に指定された方法で提出厳守。 【その他】：3～4
人のグループワークも適宜取り入れ実施。　【評価
項目（評価の方法）】：最終課題、プレゼンテーショ
ン80%、授業態度20%（欠席・遅刻・早退はその回数
に応じて減点をおこなう。）

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 オリエンテーション（1）科目の狙い、
（2）到達レベル、（3）講義計画等の説
明（4）Webデザインについて（5）Web
のプログラムについて

コンセプト別のサイトを考える。 【1】科目の狙いや到達レベルを理解
する。
【2】授業の進行方法や評価基準を把
握する。
【3】WebデザインとWebプログラムの
基本的な役割を理解する。

傾聴力、発信力 講義
持ち物：PC

2 デザインの基本とワイヤーフレームの
作成

デザインの基本原則（レイアウト、配
色）
ワイヤーフレームの役割と作成方法
Webサイトの構成を考え、各自でワイ
ヤーフレームを作成

【1】デザインの基本原則（レイアウト、
配色）を理解する。
【2】実際のWebサイトを参考にディレ
クトリ構成図を作成し、サイト構造を理
解する。
【3】ワイヤーフレームを作成し、ペー
ジ構成を視覚化するスキルを習得す
る。

計画力、創造力 〃

3 デザイン作成（プロトタイプ作成） デザインソフトを使用したプロトタイプ
作成
レスポンシブデザインを考慮したPC
版とスマホ版のデザイン制作
デザインの視覚的な一貫性とアクセ
シビリティを意識した設計

【1】Webデザインのプロトタイプを作
成する。
【2】レスポンシブデザインの考え方を
理解する。
【3】ユーザーの操作性と視覚的な一
貫性を意識したUIを設計する。

主体性 〃

4 デザイン調整 各自のプロトタイプのデザイン調整
クライアント視点での見せ方や伝え方
を学ぶ

【1】デザインを見直し、ユーザビリティ
とデザインの美しさを向上させる。
【2】クライアント視点での見せ方や伝
え方を知る。

傾聴力、主体性、 〃

5 デザイン提出 各自が制作したデザインを発表（PC
版とスマホ版のデザインを提示）
フィードバック、改善点を整理

【1】フィードバックをもとに、今後の
コーディング段階で改善すべきポイン
トを把握する。

傾聴力、主体性、社会人基礎力 デザインフィードバック

1 / 2 ページ



25年度_前期_TSD_ビジュアルデザイン_2年_Web基礎_岡田.xlsx

6 HTMLの基本とコーディングの準備 HTMLの基本構造
コーディングのための開発環境の設
定（Visual Studio Codeなど）

【1】HTMLの基本構造（タグ、要素、
属性）を理解する。
【2】Webページの骨組みを構築する
ためのHTMLの記述方法を習得す
る。
【3】Visual Studio Codeを使った開発
環境を設定する。

主体性 講義
持ち物：PC

7 HTMLを使ったWebページの構築 ワイヤーフレームを元にWebページ
の構築を開始
ヘッダー、フッター、ナビゲーション
バーのコーディング
テキストや画像の配置方法を習得

【1】ワイヤーフレームを元にHTMLを
使ってWebページを構築する。
【2】ヘッダー、フッター、ナビゲーショ
ンバー、メインコンテンツをコーディン
グする。
【3】テキストと画像を適切に配置し、
ページの骨組みを完成させる。

〃 〃

8 CSSの基本とデザインの適用 CSSの基本構造と書き方（セレクタ、
プロパティ、値）
HTMLにCSSを適用し、Webページに
スタイルを追加
カラー、フォント、レイアウト他の設定

【1】CSSの基本構造と記述方法を理
解する。
【2】HTMLにCSSを適用して、ページ
にスタイルを追加する。
【3】カラー、フォント、余白、レイアウト
を調整し、デザインを再現する。

〃 〃

9 レスポンシブデザインの実装（モバイ
ル対応）

メディアクエリを使用してレスポンシブ
デザインを実装
スマホ版とPC版のレイアウトを切り替
える方法
ユーザビリティを意識したデザインの
最適化

【1】メディアクエリを使用してスマホ版
とPC版のレイアウトを切り替える方法
を習得する。
【2】画面サイズに応じたデザインを実
装し、ユーザーの操作性を向上させ
る。
【3】異なるデバイスでの表示を確認
し、デザインの一貫性を維持する。

〃 〃

10 Webサイトのページ構成とリンクの設
定

Webサイト全体のページ構成を作成
（トップページ、サブページ、コンタク
トページなど）
ナビゲーションバーとページ間のリン
ク設定
アクセシビリティを意識したナビゲー
ションの実装

【1】Webサイト全体のページ構成を理
解し、トップページ、サブページ、コン
タクトページを作成する。
【2】ナビゲーションバーとページ間の
リンクを設定し、サイト内移動を可能
にする。
【3】アクセシビリティを考慮したナビ
ゲーションを実装する。

〃 〃

11 Webサイト制作 HTML+CSSの制作 【1】HTMLとCSSを使って、Webサイト
のトップページを完成させる。
【2】デザインに忠実にコーディング
し、視覚的な一貫性を保つ。
【3】リンクやボタンなどのインタラク
ティブ要素を実装する。

〃 〃

12 〃 HTML+CSSの制作 〃 〃 〃
13 〃 HTML+CSSの制作 〃 〃 〃
14 〃 HTML+CSSの制作 〃 〃 〃
15 プレゼンテーション プレゼンテーションにて指摘された箇

所を修正。修正後PC/タブレット/スマ
ホサイズに合わせたトップページの作
成（ポートフォリオ用）

発信力、傾聴力、課題発見力、規律
性、ストレスコントロール力

プレゼンテーション 提出（デザイン
データ＋HTML
データ）
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
イラストレーションとは何か、デザイン
の中での役割と様々な作風に触れる
ことで、オリジナリティとその必要性を
理解する。それぞれの画材の特性を
理解・習得し、制約の中で伝えたい
表現を一定のスピードで進行出来る
技術を養う。手描きの手法を中心とし
た、ビジュアルデザインにおけるイラ
ストレーションテクニックを習得。制作
可能な表現の種類を増やす。

Mac、鉛筆、色鉛筆、クロッキー帳、
スケッチブック、ケントブロック、筆記
用具

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。イラストレーション制
作で必須の基礎画力（形、立体感、
着色）の演習に始まり、後のデザイン
作業で要望に沿った画材と描き方を
選択できるよう、数を重ねることで作
風（世界感）を揃えたイラストレーショ
ンを制作する。

【専門知識スキル】：デザインにおけ
るイラストレーションの役割を説明で
きる。画材の特性を活かした基礎画
力の習得。一定のスピードで必要な
形が描ける。制約の中でオリジナリ
ティを意識した、イラストレーションの
理解。【社会人基礎力】クライアントと
の対応に必要な主体性、傾聴力を基
礎としながら、課題進行の中で創造
力、発進力、実行力、計画力を育
て、他者の作品と自分の作品の振り
返りの中から、スキルアップのための
課題発見力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自保管す
る。　課題の提出は期日提出を必須とし、やむを
得ない理由によって提出不可能な場合は、事前
に提出することを心がける。　【評価の観点】：成果
のクオリティはもちろんであるが、コンセプトにあた
る制作意図、制作のプロセス、それらを伝えるプレ
ゼンテーションも同等の評価対象とする。　　【評価
項目（評価の方法）】：成果物のクオリティ－30%、コ
ンセプト設定－30%、制作プロセス－20%、プレゼン
テーション－20%。なお、欠席・遅刻・早退はその
回数に応じて減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）
1 (1)自己紹介。(2)イラストレーションっ

て何？ビジュアルデザインの中での
イラストレーションの役割と魅力につ
いて。(3)課題1:色鉛筆演習。

ものの正確な形と立体感の表現・演
習。デッサンで習得した技術をベー
スに、色鉛筆を使って身近な人工物
を描く。

一定のスピードで形をとり、必要な場
所に影をつけるスキルを習得する。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】イラストレーションとは？の講義
後、課題1制作。【持参物】筆記用具、色鉛筆、ク
ロッキー帳、スケッチブック、筆記用具

イラストレー
ションとは

2 (1)形と着色の修正ポイント、加筆部
分の確認(2)課題1:色鉛筆演習。

「完成」の状態をイメージして形や色
の微調整方法を学ぶ。

〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】先週の復習後、課題1制作。作品
の閲覧。次回の写真素材について説明。【持参
物】筆記用具、色鉛筆、クロッキー帳、スケッチブッ
ク、トレーシングペーパー

3 課題1:色鉛筆演習。 オリジナルモチーフへの応用として
制作する。

〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】細部の仕上げ、作品の閲覧と振
り返りコメント。次回の資料説明。【持参物】筆記用
具、色鉛筆、クロッキー帳、スケッチブック、トレー
シングペーパー

課題1提出 広告とは

4 (1)コラージュ技法について(2)課題2:
マチエールで魅せるシリーズとしての
イラストレーション制作。

著作権について学ぶ。様々な素材を
用いてコラージュで表現するイラスト
レーションの種類を知る。

著作権についての知識を習得する。
原画のサイズについて理解する。必
要な素材作り。

実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】著作権についてのレクチャー、コ
ラージュイラストについての作品閲覧後、各自演
習。【持参物】筆記用具、のり、はさみ、水彩・アクリ
ル絵の具一式、ケントブロック、スケッチブック、
カッター、カッターマット、ビニール袋

著作権とは、
コラージュと
は

5 課題2:コラージュを使ったシリーズと
してのイラストレーション制作。

〃 既存の雑誌をもとにオリジナルの表
現としての星座イラストを進める。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】マチエールについての講義後、
素材作り。 【持参物】筆記用具、のり、はさみ、水
彩・アクリル絵の具一式、ケントブロック、スケッチ
ブック、カッター、カッターマット、ビニール袋

6 〃 雑誌を想定したシリーズとしてのイラ
ストレーションを制作する。

コンセプトとターゲットを設定し、ひと
つの作風を意識した制作を進める。

主体性、実行力、課題発見力、創造
力、傾聴力、柔軟性

【授業運営方法】素材の配置、背景とマチエール
部分のバランスの確認後、PC作業。 【持参物】筆
記用具、のり、はさみ、水彩・アクリル絵の具一式、
ケントブロック、スケッチブック、カッター、カッター
マット、ビニール袋

　

7 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】素材の配置、背景とマチエール
部分のバランスの確認後、PC作業。 【持参物】筆
記用具、のり、はさみ、水彩・アクリル絵の具一式、
ケントブロック、スケッチブック、カッター、カッター
マット、ビニール袋
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8 〃 12点の星座イラストを完成させる。プ
レゼンテーションと振り返り。

資料をもとにオリジナルの表現として
のコラージュを使ったイラストを仕上
げる。

〃 【授業運営方法】細部の仕上げ、作品の閲覧と振
り返りコメント。次回の資料説明。【持参物】筆記用
具、トレーシングペーパー、カッター、カッターマッ
ト

課題2提出

9 (1）説明のためのイラストについて。
(2)課題３:説明の為のカット制作。

商品の使用説明等に使われる、写真
や文字だけでは分かり難い部分をイ
ラストで表現する。

必要な素材（画像、スケッチ）を短時
間で収集する。視認性を検証して他
人から見た「分かりやすさ」を理解す
る。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】説明のためのイラストについて講
義後ラフ制作、アクティブラーニング。【持参物】筆
記用具、ケントブロック、スケッチブック

10 (1)完成に向けてテイスト（線の太さ・
表現方法）の確認。(2)課題３:説明の
為のカット制作。

実際のサイズを意識して、細部がつ
ぶれないよう最終調整を行う。

資料をもとに同じテイストのカットを数
点仕上げる。

〃 【授業運営方法】細部の仕上げ。作品の閲覧と振
り返りコメント。次回の資料説明。【持参物】筆記用
具、ケントブロック、スケッチブック

課題３提出

11 課題4:動物をモチーフにしたLINEス
タンプ、あるいはスポーツチームのマ
スコットキャラクター制作。

各自ターゲットの設定とテーマ決定、
コピーを含むアイデアラッシュ。

商品としてのイラストレーションを意識
して必要な行程を理解する。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】同じテーマで複数のイラストを描
く場合のコンセプトのまとめ方講義後、ラフ制作。
【持参物】筆記用具、各自必要な着彩画材、ケント
ブロック、スケッチブック

動物園でスケッ
チとリサーチ

12 〃 各自モチーフとなる動物のリサーチ
（様々な角度のポーズと文字情報）を
実際に足を運んで行う。

オリジナルの表現方法に向けて、イ
ンターネットでは記載されていない特
徴を収集する。

〃 【授業運営方法】動物園にて各自モチーフとなる
動物の資料収集。【持参物】筆記用具、各自必要
な着彩画材、ケントブロック、スケッチブック

13 〃 コンセプトと表現方法の確認、清書
作業。

テーマと商品サイズに合った最適な
描き方・データ作成を習得する。

〃 【授業運営方法】各自リサーチした動物の様々な
ポーズのラフ制作と画材の選択、演習、下絵作
業。【持参物】筆記用具、各自必要な着彩画材、ケ
ントブロック、スケッチブック

14 〃 コンセプトと表現方法の確認、清書
作業。

〃 〃 【授業運営方法】サイズと線の太さの確認、文字部
分の制作。アクティブラーニング。【持参物】筆記
用具、各自必要な着彩画材、ケントブロック、ス
ケッチブック

15 〃 プレゼンテーションと振り返り。 希少動物をモチーフにしたLINEスタ
ンプあるいはスポーツチームのマス
コットキャラクターを完成させる。

〃 【授業運営方法】配置と微調整作業、各自プレゼ
ンテーションとコメントのフィードバック。【持参物】
筆記用具、トレーシングペーパー、カッター、カッ
ターマット

課題4提出
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1

InDesignの基礎を学びながら、ページ編
集からインタラクティブPDFまで幅広い
InDesignの使い方を学ぶ。美しい写真
のセレクトからエディトリアルに重要な見
やすいフォント選びやレイアウトなどを学
び作品を制作をする。ページ編集の基
礎を学び、就職時の面接に不可欠な、
魅力ある作品が作れるようになることを
目的とする。

Adobe InDesignチュートリアル（1.チラシ
をつくる方法／2.複数ページのレイアウ
ト／3.マスターページの使い方／インタ
ラクティブなPDFの作り方）など

《実務経験のある教員による授業科目》
デザイン業界での勤務経験のある教員
が担当。InDesignとIllustratorの違いを
学び、制作物によってソフトを使い分け
るノウハウを習得する。二つのソフトを使
い分け、デジタル要素も含めて学び、制
作物の幅を広げより魅力的な作品を作
り上げる力を習得していく。

【専門知識スキル】： InDesginを使用す
ることでより幅広いデザインを効果的・
効率的に制作できることを目標。フォン
トの大きさや写真データの扱い方、色に
ついて習得していく。【社会人基礎力】：
主体性、働きかけ力、実行力。

【受講ルール等】：指定された日時に指定された場所へ必ず提出とし、後日
提出は受け取らない。（指定された日に提出が不可能な場合は、理由を講
師に報告の上、提出日以前に提出すること。）企画書及び作品は必要に応
じその枚数（部数）を出力（CD-ROM含む)して提出すること。【評価の観
点】：・提出された課題の出来。・ラフスケッチの段階で十分なアドバイスを受
けているか？・時間をかけ、丁寧に制作されているか？・制作物を上手くプ
レゼンテーション出来ているか？【その他】：【評価項目（評価の方法）】： 出
席状況、授業態度、提出された作品によって総合的に判断する。プレゼン
テーションも評価の対象とする。但し、出席率が８０％に満たない場合、課題
提出が１作品でも欠けている場合は単位を認めない。

以下備考欄【評価
項目（評価の方
法）】参照

100

実施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 (1)科目の狙い、到達レベル、講義計画
等の説明（30分）　　 (2)オリエンテーショ
ン

この授業の目的と意味を伝える。　◎
InDesignとは　◎ InDesinでできること、
Illustratorとの違いを考える

・授業の目的を理解し、InDesignの基礎
を習得する。

【授業運営方法】：課題の説明【持参物】：パソコン、筆
記用具、ノート

2 (1)Indesignでチラシ制作01 InDesignの操作方法を知るためにA4サ
イズのチラシ製作する。◎ Indesignでド
キュメントを作成できるようにする。参考
URL:https://helpx.adobe.com/jp/indes
ign/how-to/beginners-tutorial-
1.html?playlist=/jp/ja/ccx/v1/collectio
n/product/indesign/segment/designer/
explevel/beginner/applaunch/ccl-get-
started-
1/collection.ccx.js&ref=helpx.adobe.co
m

・InDesginのソフトでの操作方法を習得
する。

計画力、主体性 【授業運営方法】InDesignの操作方法説明【持参物】：
パソコン、筆記用具、ノート

完成のチェック

3 (2)Indesignで雑誌ページ制作01 マスターページ、ページ番号、複数
ページの編集の仕方を習得する。参考
URL：
https://helpx.adobe.com/jp/indesign/h
ow-to/beginners-tutorial-
2.html?playlist=/content/help/jp/ja/cc
x/v1/collection/product/indesign/segm
ent/designer/explevel/beginner/applau
nch/ccl-get-started-1/collection.ccx.js

〃 〃 〃 完成のチェック

4 〃 〃 〃 〃 〃

5 (3)Indesignで『MY AtoZ』を製作 自分自身の本を一冊製作していく。複
数ページの製作の流れやまとめかたを
考える。

・InDesinを使用し複数ページ制作のラ
フを考える。

〃 【授業運営方法】：ラフ製作と確認【持参物】：パソコン、
筆記用具、ノート

ラフのチェック

6 〃 ラフ確認後、ページ制作へ。 ・InDesinを使用し複数ページ制作のラ
フを考える。フォーマット作り。

〃 〃 ラフのチェック

7 〃 ラフ確認後、ページ製作へ。 複数ページ制作をしページ構成力を習
得する。

〃 〃

8 〃 フォーマット制作をし、レイアウト力を習
得する

〃 〃

1/ 2ページ
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9 (3)Indesignで『MY AtoZ』を中間確認 製作段階で中間確認。必要に応じて発

表。
フォーマット制作をし、レイアウト力を習
得する

想像力、柔軟性 〃 中間確認

10 〃 ページ製作 〃 〃 【授業運営方法】：ラフ製作と確認【持参物】：パソコン、
筆記用具、ノート、ポートフォリオファイル

〃

11 〃 〃 〃 〃 〃 〃

12 (3)Indesignで『MY AtoZ』を最終確認 最終確認。本として成り立つか。 〃 プリントで確認_提
出

13 (3)Indesignで『MY AtoZ』 PDF化する インタラクティブPDFの動作方法を学ぶ
参考URL：
https://helpx.adobe.com/jp/indesign/h
ow-to/indesign-create-interactive-
pdf.html?playlist=/jp/ja/ccx/v1/collecti
on/product/indesign/topics/interactive
-
pdf/collection.ccx.js&ref=helpx.adobe.c
om

インタラクティブPDFの動作方法を学ぶ 〃 〃

14 (3)Indesignで『MY AtoZ』 PDF化する 〃 〃 実行力 〃

15 プレゼンテーション インタラクティブPDFで発表 発信力 〃 インタラクティブ
PDFを提出

1/ 2ページ
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
前半は鷲ヶ岳スキー場の広告宣伝ポスターとその
関係ツールの制作とそれに伴う企画立案のプレゼ
ンテーション。クライアントの求める作品を作るため
には何が必要かを分析・学習することが目的。
後半はデザイン業はもとより、あらゆるビジネスに
欠かせない言語化の能力を養成。「言葉を書いて
対価を得る」という仕事の裏側では何が起きている
のか、そのプロセスやノウハウ、またデザインとコ
ピーの関係性など、座学と実践を織り交ぜながら
多角的に学ぶことで、クリエイティブの仕事の理解
を深める。同時に、就職活動に直接役立つ「言葉
による自己表現」の習得をもうひとつのテーマとし、
思考力を育んだり、伝える力を身に着けていくこと
で、将来を豊かにするキッカケをつくる。

前半：テキストなし。資料は、必要に
応じプリント又はPDFにて配布。
後半：筆記用具、ノート。テキストはな
し。資料は、必要に応じてプリント又
はPDFにて配布。

《実務経験のある教員による授業科目》デザ
イン業界での勤務経験のある教員が担当。
前半：企業と社会に貢献できるデザイン制作
を目指し、自己満足に終わらない【制約があ
る中での作品制作】にて、デザインの奥の深
さを学びそのテクニックを身につける。クライ
アントが求めるものは何であるのか、消費者
が求めるものは何であるのかをリサーチし、う
まくマッチングさせることにより目に止めて貰
えるデザイン制作をする。
後半：広告制作会社でコピーライター勤務経
験のある教員が担当。コピーライティングの
効力と魅力について、実体験に基づきながら
伝授していきます。現在はその広告制作会
社で採用窓口と新人教育を担当しているの
で、採用する側の目線から、就活と入社後に
必要な「言語化の能力」についても解説して
いきます。

【専門知識スキル】前半：さまざまな要素をバラ
ンスよく取捨選択して、クライアントに理解され
る制作者としての特徴の土台を形成すること
が目標。クライアントの求めるものを効率よくリ
サーチし、デザインしたものをプレゼンテー
ションすることによって自分の作品を客観的に
評価される機会を作り、提供できる機会を作る
ことが目標。後半：自身の考えていること、ひ
いては自分自身そのものを言語によって表
現し、伝えられることをめざします。普段の授
業や就職活動のみならず、私生活において
も、円滑なコミュニケーションを実現するため
の「知識」と「行動力」を獲得することが目標
です。　【社会人基礎力】計画性、主体性、働
きかけ力、柔軟性、状況判断力。（詳細は、各
講の「当授業でのターゲット社会人基礎力」部
分参照）。

【受講ルール等】指定された日時に指定された場
所へ必ず提出とし、後日提出は受け取らない。（指
定された日に提出が不可能な場合は、理由を講師
に報告の上、事前に提出。）企画書及び作品は必
要に応じその枚数（部数）を出力（CD-ROM含む)し
て提出。【評価の観点】提出された課題の出来。・
目的からずれてひとりよがりになっていないか？・十
分なクライアント（企業）リサーチが出来ているか？・
ラフスケッチの段階で十分なアドバイスを受けてい
るか？・時間をかけ、丁寧に制作されているか？・
制作物を上手くプレゼンテーション出来ているか？
【その他】：3～4人のグループワークも適宜取り入れ
実施。　【評価項目（評価の方法）】出席、授業態
度、作品により総合的に判断。クライアントに対しプ
レゼンテーションが必要な場合は、プレゼンテー
ションも評価の対象とする。但し、出席率が８０％に
満たない場合、課題提出が１作品でも欠けている
場合は単位を認めない。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 (1)科目の狙い、(2)到達レベル、(3)講義計画等の
説明（30分）●産学協同授業【鷲ヶ岳スキー場】
ツール制作。＜制作物＞■手に取って貰いやす
い効果的なパンフレット（Ａ４見開き）
【課題ガイダンス】鷲ヶ岳さん来校

各スキー場の特徴を生かしたリーフ
レットとポスターを制作し、来場者を
増やすことが目的。また、同スキー場
で販売されるステッカーやＴシャツな
どの提案し商品化を目指す。鷲ヶ岳
スキー場の広報担当者による、来年
度のスキー場のコンセプトをレク
チャーして貰う。

・授業の目的を理解し、課題内容を把握す
る。・独りよがりにならないクライアントの求め
るデザインをすることを目指す。・十分な企
業・市場リサーチができているか？・クライア
ントが求めている物をうまく作品に取り込めて
いるか？・独りよがりのデザインにならないよ
う、数多くのラフスケッチを制作し、定期的に
アドバイスを受けデザインに反映させる柔軟
さを身につける。・間に合わせでなく、ゆっくり
丁寧に制作されているか？

傾聴力、主体性、計画力 【授業運営方法】初回にオリエンテーションを行い、
この授業の必要性を説明する。前半7週は鷲ヶ岳ス
キー場のポスター及び関連ツールを作成する。（企
業の広報担当者に来校して貰い、課題内容のレク
チャーをして貰う。）後半7週では、音楽関係のPR
プロモーションを制作する。（外部クリエイティブディ
レクターに来校して貰い、講義と課題内容のレク
チャーをして貰う。）

2 【企画及びラフスケッチ】 簡易企画書の制作とサムネイル制作 〃 主体性、計画力、創造力 ＜学生持参物＞筆記用具・色鉛筆・自分の必要な
画材・クロッキー帳・記憶媒体＜企業持参物＞プリ
ントなど（未定）＜学校準備物＞パソコン実習室そ
の他付属物

ラフチェック・リー
フレット（A5見開
き）・ステッカー
（原寸）・Ｔシャツ
などフォーマット
を作って制作

3 〃 ラフスケッチ制作 〃 〃 〃 ラフスケッチ・簡
易企画書提出

4 〃 引き続きラフスケッチ制作。ラフスケッ
チのチェックを受けてＯＫが出た学生
から、パソコンでデザイン制作に入
る。

〃 〃 〃

5 〃 〃 〃 〃 〃
6 〃 〃 〃 〃 〃 〃
7 【プレゼンテーション用データ制作】 企画書制作とプレゼンテーション用の

データ制作及びそのチェック。
プチ・プレゼンテーション 〃 〃 ラフチェック・リー

フレット（Ａ４見開
き）・ステッカー
（原寸）・Ｔシャツ
など8 【プレゼンテーション】鷲ヶ岳さん来校 企業へのプレゼンテーション 本プレ。各グループ毎1人1分程度のプレゼ

ン。その後、クライアントがグループ内で1名
指名。その後しっかりしたプレゼンを行う。

傾聴力、柔軟性、発信力 自分の作品を企業に上手くプレゼンテーションし、
伝えられるか。熱い思いを汲み取ってもらえるかが
狙い。

・制作物、企画
書（２部）提出

9 コピーライティングについて知ろう
言葉をあやつる準備運動をしてみよう

(1)自己紹介（2）本講義の目的（3）そ
もそもコピーとは（4）コピーの構造を
知る（5）「短歌」を例に言語表現をし
てみる

【持参物】筆記用具とメモ

10 街にあるコピーを探してみよう
コピーの構造を分析してみよう

名古屋駅エリアに存在する実際の広
告。その中から自分が気になった広
告コピーをスマホで撮影。教室に戻
り、その広告の構造と、そのコピーに
なぜ惹かれたのかを考察します。

【持参物】筆記用具とメモ
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11 番外編：プレゼンの作法を学ぼう＋最終課題予告 プレゼンテーションの作法を、資料を
読みながら解説。実践を交えてレク
チャーします。

【持参物】筆記用具とメモ

12 広告コピーを書いてみよう 課題をもとに実際にキャッチコピーを
書いてもらいます。

【持参物】筆記用具とメモ

13 最終課題編1：ひとりで、グループで、コピーを考え
てみよう

まずは個々に、次にグループワーク
を通じて、自己分析をとことん深め、
ポートフォリオにも活用できる「自分を
表すコピー」を形にしていきます。

【持参物】筆記用具とメモ

14 最終課題編2：コピーを形にしよう、ブラッシュアッ
プしよう

引き続き考えたコピーを形にし、講師
からのチェックとアドバイスを交えなが
ら、時間の許す限りブラッシュアップし
ていきます。

【持参物】筆記用具とメモ

15 最終課題編3：コピーを完成させて提出しよう 心から納得できる完成度をめざしま
す。

【持参物】筆記用具とメモ
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
2種類の新企画・提案に取り組む。
課題①では、テーマがありながらも、
現状の改善と販売促進、集客を目的
とした自由な表現を追求する。個々
の自由な企画提案を期待する。
課題②では、産学連携授業を通し
て、デザイナーとして提案できること、
地域に貢献できる企画力を養う。
①担当講師課題
②産学連携課題（JAあいち豊田様）

筆記用具、Mac、スケッチブック、色
鉛筆ほか各自必要な着彩画材

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。足を使ったリサーチ・
経験を意識し、フィニッシュワークま
での制作過程に重点を置く。実在す
る店舗や商品をテーマとした、〝より
良く見せる為〟のデザインを一連の
テーマとする。

【専門知識スキル】：実在のクライアン
トに対して商品アイテムやパッケー
ジ、販促物などといった、デザインの
役割を意識した企画を提案する。【社
会人基礎力】クライアントとの対応に
必要な主体性、傾聴力を基礎としな
がら、課題進行の中で創造力、発進
力、実行力、計画力を育て、他者の
作品と自分の作品の振り返りの中か
ら、スキルアップのための課題発見
力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自保管する。
課題の提出は期日提出を必須とし、やむを得ない
理由によって提出不可能な場合は、事前に提出
することを心がける。　【評価の観点】：成果のクオリ
ティはもちろんであるが、コンセプトにあたる制作意
図、そのコンセプトを踏まえたデザイン制作のプロ
セス、それらを伝えるプレゼンテーションも同等の
評価対象とする。【評価項目（評価の方法）】：成果
物のクオリティ－30%、コンセプト設定－30%、制作
プロセス－20%、プレゼンテーション－20%。なお、
欠席・遅刻・早退はその回数に応じて減点をおこ
なう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 【課題①】レクチャー
【課題②】レクチャー
商品にかかわるデザインについて。

レクチャー。スケジュール確認、課題
のリサーチ。

（１）クライアントの要望に沿った企画
とデザイン提案ができる。（２））印刷
物におけるIllustrator、Photoshopの
ルールに沿ったデータ作り。

主体性、実行力、計画力、創造力、
発信力、傾聴力、規律性、情況把握
力

【授業運営方法】実際に現地に赴き、施設の環境、
雰囲気、目的を肌で感じながレクチャーを受け、リ
サーチする。【持参物】筆記用具、スケッチブック、
Mac

2 【課題②】現地視察 〃 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】クライアントの環境を理解し、新企
画のアイデア出し作業。【持参物】筆記用具、ス
ケッチブック、Mac

【課題②】校外学
習（施設見学）

3 〃 企画書（仮）制作 〃 〃 【授業運営方法】クライアントの環境を理解し、新企
画の企画書（仮）制作。【持参物】筆記用具、スケッ
チブック、Mac

4 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】各自の方向性をまとめ、次回の中
間プレゼンで伝えられるコンセプト作り。【持参物】
筆記用具、スケッチブック、Mac

5 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】中間プレゼンテーション実施。
【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac

6 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】各自修正確認。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac

7 【課題②】中間プレゼンテーション。 中間プレゼンテーション 〃 〃 【授業運営方法】各自修正確認。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac

8 〃 修正作業とサンプル制作 〃 主体性、実行力、計画力、創造力、
発信力、傾聴力、規律性、情況把握
力

【授業運営方法】ブラッシュアップ作業とサンプル
制作。【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac
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9 〃 企画書確認作業。 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】コンセプトの確認。企画書とサン
プルのチェック。【持参物】筆記用具、スケッチブッ
ク、Mac、各自必要な着彩画材。

10 〃 企画書確認作業。 〃 〃 【授業運営方法】最終プレゼンテーション。【持参
物】筆記用具、スケッチブック、Mac

11 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】テーマ（店舗）のリサーチ。【持参
物】筆記用具、スケッチブック、Mac

12 〃 完成に向けての必要な行程と必素材
の確認。

〃 〃 【授業運営方法】原画のスキャン、補正作業。必要
な文字情報の入力。【持参物】筆記用具、スケッチ
ブック、Mac

13 〃 サンプル制作、プレゼンテーション
データ作成。

プレゼンテーションのための適正な
データ作りができる。

〃 【授業運営方法】コンセプトの確認。企画書とサン
プルの最終チェック。【持参物】筆記用具、スケッチ
ブック、Mac、各自必要な着彩画材。

14 【課題②】最終プレゼンテーション プレゼンテーションと振り返り。 〃 〃 【授業運営方法】デザイン作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画材

15 【課題①】最終プレゼンテーション プレゼンテーションと振り返り。 個々の企画を魅力的に紹介するプレ
ゼンテーションを目指す。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】閲覧と振り返りコメント。次回の資
料説明。【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac

課題提出
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1

デザイン思考の協働作業によ
るプロセスから想像意欲・発
想を基に、各種の問題提案や
実験的な作品にも取り組み、
完成度の高い作品づくりを目
的とする。デザインプロセスか
ら学んだ新しい発想と制作物
で学生らしさを残しつつもプロ
と変わらぬハイレベルの作品
を発表し、目に留めて貰える
様な作品を生み出すことを最
終目的とする。

配布：参考資料となるデザイ
ン及び資料に関しては、必要
に応じプリント又はPDFにて配
布。

《実務経験のある教員による
授業科目》デザイン業界での
勤務経験のある教員が担当。
ﾃﾞザイン思考のプロセスに
沿った授業構成。文化や顧客
のニーズについて分析し、共
感する。共有しあった意見か
ら課題やニーズを抽出し、そ
の際に発生した問題を整理
し、コンセプトを確立定義す
る。コンセプトをアイデアを出
し、試作を繰り返し、ユーザー
テストを行い、文化にあう商品
やサービスのブラッシュアップ
を行います。

【到達目標】デザイン思考から学ぶ、
プロセスとコミュニケーションデザイン
の習得：課題を発見し解決するため
の企画書のまとめ方からデザインプラ
ンまでを習得する。また、総合的なデ
ザイン表現（企画からデザイン）の組
み立てから見せ方までを習得すること
を目標とします。【専門知識スキル】
デザイン思考を学ぶことで商品企画
から販促までトータルにデザインを習
得。→デザイン社会で役にたつ。【社
会人基礎力】：１．考え抜く力（・課題
発見力　・計画力　・想像力）　　２．前
に踏み出す力（・主体性　・働きかけ
力　・実行力）　３．チームで働く力（・
発信力　・傾聴力　・柔軟性　・状況判
断力　・規律性　・ストレスコントロール
力）

【受講ルール等】：・チームによるプロセス制作。必
ず机は島として行い、必ず授業終了時には、元に
戻すこと。・指定された場所へ必ず提出、後日提出
は受け取らない。（指定された日に提出が不可能
な場合は、理由を講師に報告の上、提出日以前に
提出。）企画書及び作品は必要に応じその枚数
（部数）を出力（CD-ROM含む)して提出。　【評価
の観点】：出席状況、授業態度、提出された作品に
よって総合的に判断する。但し、出席率が８０％に
満たない場合、課題提出がされていない場合は単
位を認めない。【その他】：デザイン思考に伴う共
有化には4～6人のグループワークで実施。　【評
価項目（評価の方法）】：企画、アイディア－20%、
クリエイティブ－40%、　授業に対する姿勢－２0%、
個－10%、その他－10%。　なお、欠席・遅刻・早退
はその回数に応じて減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 ＜オリエンテーション＞
デザインプロセスについて
デザイン思考のプロセスとデ
ザインの現場について

・＜共感＞＜観察記述＞

＜ユーザーを理解する、テー
マ設定＞
グループより毎週ファシリテー
ターを決め、チームの紹介、
商品の共有化をおこなう。
・ユーザーは誰か？この商品
のサービスは何か？ユー
ザーは
  何に価値観を求めている
か。
・強み、弱みを明らかにする。
ディスカッションにより客観的

主題：信頼関係を築く
（commitment、思いやり、好
奇心）
・B紙＋付箋紙をつかって言
葉をならべる

信頼関係を築く 【授業運営方法】：デザイン思考　１．決
められた表現方法ではなく、各チームが
自由な発想でオリジナリティーを求める。
２．チームの表現は自由とするが、プロ
セスのルールに従ってミーティング、制作
を行う。
【個人が用意するもの】・中京（愛知、岐
阜、三重）の文化となるものを意識して授
業に参加。この課題専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）筆記用具
・B紙（一人１枚）＋付箋紙

2 ＜コンセプトの立案＞
・ターゲットの明確化とイメー
ジ（世界観）を作り、
 ポジショニングマップを行う。
・ユーザーとのコミュニケー
ションデザイン。

・＜共感＞ →＜問題定義＞
＜コンセプトの確率＞

＜プラン作成＞
・解決のためのキーワードを
出してみる。
・課題とキーワードを共有し、
ディスカッションをする。
テーマをあげて、コンセプト、
ストーリーを描いてみよう
・商品開発目標についてディ
スカッションする。
・マップ、チャートにする。アイ
デアスケッチを描く。
・グループ内で発表する

主題：課題発見
・B紙＋付箋紙をつかってキー
ワードを記入
・ユーザー（ペルソナ）はな
ぜ、
この文化や商品を買うか？
 Ex.時間、場所、状況.......
・商品、サービスの課題は？

信頼関係を築く 〃 課題１：ｘｘｘレ
ポート   課題
２：ｘｘｘ作成

3 〃 〃 〃 〃 〃 チームの発
表
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4 ＜アイデア出し、モデル化＞
・商品の未来イメージを描く。
・アイデアの抽出とモデル化
（見える化）。

・＜問題定義＞＜コンセプト
の確率＞→＜アイデア創造＞
・＜アイデア創造＞→＜試作・
プロトタイプ・テスト＞

＜アイデア抽出、デザイン
ワーク＞
・問題定義で設定した方向性
を実現するために、
 アイデアを出す。アイデア
は、「質」より「量」を意識して
 ブレインストーミングを行い、
チームのメンバーが思いつい
た事を
 とにかくアウトプットする。
・チーム内で支持を集めたア
イデアをいくつか試作段階へ
進む。

主題：見える化をする
　
・B紙＋付箋紙をつかって
思いついた事を記入

・計画力　・創造力 〃

5 〃 〃 〃 〃 〃
6 〃 〃 〃 〃 〃
7 〃 〃 〃 〃 〃
8 〃 〃 〃 〃 〃
9 〃 〃 〃 〃 〃
10 〃 〃 〃 〃 〃
11 〃 〃 〃 〃 〃 チームの発

表
12 ＜ブランド価値を生み出す＞

・ブランド化、商品化
＜デザインワーク＞
・試作、プロトタイプ確認後、
市場化に向けたデザイン制作
・ロゴタイプ、パッケージデザ
イン、広告、販促物、販路計
画.......

主題：市場化 〃 〃

13 〃 〃 〃 〃 〃
14 〃 〃 〃 〃 〃
15 ＜発表＞

・プロセス
＜プレゼンテーション＞
・プロセスに沿った企画から商
品、パッケージ、広告を発表
する

〃 ・発信力 【授業運営方法】：プロジェクターを使用し
たプレゼンテーション
【学校が用意するもの】プロジェクター

B2パネル＋
企画書
（PDF）の提
出
現物（デザイ
ンされたも
の）
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1

それぞれ与えられた課題を手
書きアナログを意識しヴィジュ
アルを作成。PC用ソフト　イラ
ストレーター、フォトショップを
用いて目を引くビジュアルデ
ザインを行うことをことを目的
とする。競合他社に差をつけ
る、アピール上手で効果の高
いビジュアル表現を学ぶこと
を目的とする。また、国際的な
コンペティションに参加するこ
とで、自分の現在の実力を知
る。

配布：参考資料となるデザイ
ン及び資料に関しては、基本
的にはPDFを映像で紹介し、
必要に応じプリントにて配布。

《実務経験のある教員による
授業科目》デザイン業界での
勤務経験のある教員が担当。
1．現代のビジュアルデザイン
の重要性。ビジュアルデザイ
ンとは？！　目を引くビジュア
ルデザインとは？！　記憶に
強く残るビジュアルテクニック
を学びます。　例）ピカソに学
ぶ。青の時代と赤の時代。企
画力と構成力、アイディア、ヒ
ントを学ぶ。

１．消費者にしっかり見てもら
える、記憶に強く印象付けるこ
とができる作品を習得する
２．考え抜く力（・課題発見力
・計画力　・想像力　・ユーモ
ア）　３．前に踏み出す力（・主
体性　・働きかけ力　・実行
力）　、４．チームで働く力（・発
信力　・傾聴力　・柔軟性　・状
況判断力　・規律性　・ストレ
スコントロール力）

【受講ルール等】：'他の学生とは異なった表現力
であり個性を重んじる。基本的なプレゼンテーショ
ンはプロジェクターを使用し、最終的な媒体は現物
を提出する。　【評価の観点】：・見るものを引き込
み、興味をとらえ、明確にコミュニケートする必要を
理解し、色づかい、形、そしてすべての要素が、全
体として調和のとれたものを総合的にデザインがで
きているのかを評価する。　【評価項目（評価の方
法）】：出席、授業態度、作品が提示するレベルに
達しているかなどをを総合的に判断し評価する

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 (1)科目の狙い、(2)到達レベ
ル、(3)講義計画等の説明（30
分）【オリエンテーション】この
授業の目的と意味を伝える。・
ヴィジュアルデザインの表現
の重要性。・ポスターデザイン
と広告デザインとの違い。・
ミーティング（次回の講義につ
いて）。テーマの発表（社会
的、文化的なテーマ）

目を引くビジュアルデザインの
重要性をプロジェクターを使
用して解説をします。　　　　視
覚を刺激する。ユーモアで伝
える。違和感を与える。驚か
せる。ビジュアルについて説
明をします。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザインの力　・スケジュール

課題発見力、消費者の動向 【授業運営方法】：１．決められた表現方
法ではなく、自由な発想でオリジナリ
ティーを求める。　２．個々の表現は自由
とするが、テーマを確認し、ビジュアルデ
ザインの重要性を意識付けを行う。デザ
イン専用のノートとクリアファイル（A4サイ
ズ）　筆記用具　＜学校準備物＞プリン
ト、プロジェクター

面白いと思う
ポスターデザ
インを３点収
集してくる。
（A4クリアファ
イルに集め
る）PDFデー
タ（プロジェク
ターの使用）

2 【印刷用紙について】先週の
オリエンを含めて、テーマに
そったアイデアを計画する。そ
のために、最終仕上げによる
ポスター用紙について

ポスターを印刷するための用
紙を、紙の見本とともに見て
触って仕上げをイメージを考
えながら学生に指導していき
ます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

課題発見力、計画力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

3 【アイデア】テーマにそったア
イデアを計画する。そのため
には、デジタル印刷工程を学
ぶ。

デジタル入稿の際の印刷工
程を学びながら、データの作
成方法、仕上げイメージを考
えながら学生に指導していき
ます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

実行力、課題発見力、傾聴力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

4 【アイデア】テーマにそったア
イデアを計画する。

視覚、ユーモアを与えるビジュ
アルについてブレストをしなが
ら学生に指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

実行力、課題発見力、傾聴力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

1 / 3 ページ



25年_前期_TSD_ビジュアルデザインⅠ_2年_渡邉勝則

5 【アイデア】テーマにそったア
イデアを計画する。

２つの感情。ビジュアルにつ
いてブレストをしながら学生に
指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

6 【デザイン】　ポスターデザイン
の制作を行う。サイズB1タテ２
点

視覚を刺激するビジュアルに
ついてブレストをしながら学生
に指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

7 【デザイン】　ポスターデザイン
の制作を行う。サイズB1タテ２
点

ユーモアで伝えるビジュアル
についてブレストをしながら学
生に指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

8 【デザイン】　ポスターデザイン
の制作を行う。サイズB1タテ２
点

前週の内容を踏まえ、自分な
りに理解をしたことをデザイン
を表現する。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具9 【デザイン】　ポスターデザイン

の制作を行う。サイズB1タテ２
点

違和感を与えるビジュアルに
ついてブレストをしながら学生
に指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

10 【デザイン】　ポスターデザイン
の制作を行う。サイズB1タテ２
点

驚かせる。ビジュアルについ
てブレストをしながら学生に指
導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

11 【デザイン】　ポスターデザイン
の制作を行う。サイズB1タテ２
点

視覚を刺激するビジュアルに
ついてブレストをしながら学生
に指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

12 【デザイン】　ポスターデザイン
の制作を行う。サイズB1タテ２
点

ユーモアで伝えるビジュアル
についてブレストをしながら学
生に指導していきます。

講義の目的を理解し、各自主
たるデザインの表現を習得　・
デザイン力

計画力、創造力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具
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13 【デザインの修正】修正 デザイン確認。修正を指導す
る。

・クリエイティブ（企画）　・表現
力　・応用力

・表現力　・発信力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

14 【デザインの修正】修正 デザイン確認。修正を指導す
る。

・クリエイティブ（企画）　・表現
力　・応用力

・表現力　・発信力 【授業運営方法】：１．決められた表現方法で
はなく、自由な発想でオリジナリティーを求め
る。　２．個々の表現は自由とするが、テーマ
を確認し、ビジュアルデザインの重要性を意
識付けを行う。デザイン専用のノートとクリア
ファイル（A4サイズ）　筆記用具

15 ＜発表＞
・プレゼンテーション

＜プレゼンテーション＞
・ヴィジュアルデザインのポス
ターデザインを発表する

〃 ・発信力 【授業運営方法】：原寸大の印刷物を展
示してのプレゼンテーション

企画書（A4
横）の提出
現物（デザイ
ンされたも
の）
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
１年次で経験したカメラ（一眼レフ）の
操作方法を再度確認し自由に操作
が出来ること。テーマに沿った素材
選び写真表現を学び自分のイメージ
する作品を作り発信の仕方、方法を
身につける。　また写真のみの作品、
文字を配置した作品と作り分けグラ
フィックに落とし込む方法の写真技
法も学ぶ。

教科書なし、講師が作成したテキスト
をPDF書類にし各自がダウンロード
する。

《実務経験のある教員による授業科目》デ
ザイン業界での勤務経験のある教員が担
当。写真及びデザイン業界にてコマー
シャル写真撮影を永きに渡り担当をして
いるプロカメラマンが授業を担当。
前半はテーマから撮影素材選び、撮影を
してプレゼンにて自分のメッセージを伝え
る。　まずは撮影することに慣れ屋外での
撮影を行う。一眼レフカメラの操作を覚え
撮影が出来、テーマに対して自分の表現
の理解力を高める。１）デジタルカメラで
撮影をする。２）テーマに沿った素材をみ
つける。３）画面構成やアングルの違いを
撮影しながら学ぶ。４）Photoshopを使って
画像処理や加工の基礎を学ぶ。５）オリジ
ナルの作品を作る6）グラフィックに落とし
込み為の基礎的なスキルを学ぶ。

【専門知識スキル】テーマに沿うメッ
セージ力のある作品を作る。写真表
現だけに終わらず写真を取り込んだ
グラフィックへの応用についても学
ぶ。1年次に学んだ画像レタッチを更
に進化させる。またカメラの基本的な
「被写界深度」の意味を理解し説明
が出来ること。※被写界深度（ピント
を合わせた部分の前後にピントが
合っているように見える範囲のこと）-
-※時間的に余裕があれば。　【社会
人基礎力】１．考え抜く力（・課題発
見力　・計画力　・想像力）２．前に踏
み出す力（・主体性　・働きかけ力　・
実行力）３．チームで働く力（・発信力
・傾聴力　・柔軟性・状況判断力　・規
律性　・ストレスコントロール力）

【受講ルール等】配付資料は全てPDFにて配布し
各自がダウンロードをする。指定された日時に指
定された場所へ必ず提出とし、後日提出は受け取
らない。（指定された日に提出が不可能な場合
は、理由を講師に報告の上、提出日以前に提出
すること。）【評価の観点】提出された課題の出来。
【その他】プレゼンでの発表能力など　【評価項目
（評価の方法）】・テーマ沿った撮影がおこなわれ
ているか？・画面構成が出来ているか？・オリジナ
ルで独創的な発想があるか？出席状況、授業態
度、提出された作品によって総合的に判断する。/
プレゼンテーションも評価の対象とする。但し、出
席率が８０％に満たない場合、課題提出が１作品
でも欠けている場合は単位を認めない。又、欠席・
遅刻・早退はその回数に応じて減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）
1 講義ガイダンス：①科目の狙い②到

達レベル③講義計画等の説明
CANON EOS M10カメラの各部機能
及び操作方法

この授業の目的と意味を伝える。再
度CANON EOS M10の操作方法を
確認、撮影を行う（但し、オンラインの
場合はiPhone使用して撮影を行う

授業の目的を理解をする。ピントを合
わす、シャッターを切る、画像を確認
するまでの一連の撮影の流れを再確
認をする。

講師のレクチャーから＝傾聴力・新し
い事へのチャレンジ＝主体性・実行
力

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式
一眼レフカメラの準備・バッテリー・ＵＳＢカードを
含む（教室への搬入と回収、返却）

一眼レフカメラ

2 講義ガイダンス：①科目の狙い②到
達レベル③講義計画等の説明
CANON EOS M10カメラの各部機能
及び操作方法

この授業の目的と意味を伝える。再
度CANON EOS M10の操作方法を
確認、撮影を行う（但し、オンラインの
場合はiPhone使用して撮影を行う

授業の目的を理解をする。ピントを合
わす、シャッターを切る、画像を確認
するまでの一連の撮影の流れを再確
認をする。

講師のレクチャーから＝傾聴力・新し
い事へのチャレンジ＝主体性・実行
力

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式
一眼レフカメラの準備・バッテリー・ＵＳＢカードを
含む（教室への搬入と回収、返却）

一眼レフカメラ

3 テーマ撮影とプレゼン-1　テーマ素
材の見極め方、三分割法・主役脇役
の関係について画面構成を行う一眼
レフ操作説明

決められたテーマに対して素材の選
び方、画面構成（三分割法）や主役
になる素材が画面の中で表現されて
いるかメッセージは何かを考え撮影
をする

テーマに対しての考え方、表現の仕
方を撮影技法によって理解し撮影、
作品の発表とともに他人の作品につ
いても理解する。

講師のレクチャーから＝傾聴力　・前
に踏み出す力＝主体性　・働きかけ
力　・実行力　グループ別＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式
一眼レフカメラの準備・バッテリー・ＵＳＢカードを
含む（教室への搬入と回収、返却）

【提出】課題提出
講評会研究レ
ポート

撮影アングル
構図　三分割
法　レポート、
講評

4 テーマ撮影とプレゼン-1　テーマ素
材の見極め方、三分割法・主役脇役
の関係について画面構成を行う
CANON EOS M10操作説明

決められたテーマに対して素材の選
び方、画面構成（三分割法）や主役
になる素材が画面の中で表現されて
いるかメッセージは何かを考え撮影
をする

テーマに対しての考え方、表現の仕
方を撮影技法によって理解し撮影、
作品の発表とともに他人の作品につ
いても理解する。

講師のレクチャーから＝傾聴力　・前
に踏み出す力＝主体性　・働きかけ
力　・実行力　グループ別＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式
一眼レフカメラの準備・バッテリー・ＵＳＢカードを
含む（教室への搬入と回収、返却）

【提出】課題提出
講評会研究レ
ポート

撮影アングル
構図　三分割
法　レポート、
講評

5 テーマ撮影とプレゼン-1　テーマ素
材の見極め方、三分割法・主役脇役
の関係について画面構成を行う
CANON EOS M10操作説明

カメラ構造の絞りの役目、シャッタｰス
ピードの役目、お互いの機能を理解
して検証撮影を行うことにより「被写
界深度」「シャッタースピード」の関係
性を理解する。

「被写界深度」・「シャッタースピード」
の意味を理解して内容を説明出来、
撮り分ける事が出来る事を目的とす
る。

講師のレクチャーから＝傾聴力　・前
に踏み出す力＝主体性　・働きかけ
力　・実行力　グループ別＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式　パソ
コン・プロジェクター教室でのパソコン操作（プレゼ
ンの画像を順次表示操作する）

【提出】課題提出
研究レポート

シャッタース
ピード

6 テーマ撮影とプレゼン-1　テーマ素
材の見極め方、三分割法・主役脇役
の関係について画面構成を行う
CANON EOS M10操作説明

カメラ構造の絞りの役目、シャッタｰス
ピードの役目、お互いの機能を理解
して検証撮影を行うことにより「被写
界深度」「シャッタースピード」の関係
性を理解する。

「被写界深度」・「シャッタースピード」
の意味を理解して内容を説明出来、
撮り分ける事が出来る事を目的とす
る。

講師のレクチャーから＝傾聴力　・前
に踏み出す力＝主体性　・働きかけ
力　・実行力　グループ別＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式　パソ
コン・プロジェクター教室でのパソコン操作（プレゼ
ンの画像を順次表示操作する）

【提出】課題提出
研究レポート

シャッタース
ピード

7 実際に撮影をしてその写真からフォト
レタッチの「基礎編」を学ぶ（撮影した
画像を映えさせる方法）

テーマ撮影した画像をより良く見せる
方法としてPhotoshopによるレベル補
正・トーンカーブ・カラーバランスの習
得

Photoshopとデジタルデーターにつ
いて（レベル補正・カラーバランス・
トーンカーブ）特にクイックマスクの使
い方を覚える

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　グループ別＝
発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10カメラ一式
一眼レフカメラの準備・バッテリー・ＵＳＢカードを
含む（教室への搬入と回収、返却）

【提出】課題提出
研究レポート

フォトレタッチ
クイックマスク
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8 実際に撮影をしてその写真からフォト
レタッチの「基礎編」を学ぶ（撮影した
画像を映えさせる方法）

テーマ撮影した画像をより良く見せる
方法としてPhotoshopによるレベル補
正・トーンカーブ・カラーバランスの習
得

Photoshopとデジタルデーターにつ
いて（レベル補正・カラーバランス・
トーンカーブ）特にクイックマスクの使
い方を覚える

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　グループ別＝
発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具
【学校側準備】CANON EOS M10レフカメラ一式
一眼レフカメラの準備・バッテリー・ＵＳＢカードを
含む（教室への搬入と回収、返却）

【提出】課題提出
研究レポート

フォトレタッチ
クイックマスク

9 レンズとシャッタースピードの関係に
ついてて（レンズの絞り編）

カメラ構造の絞りの役目、シャッタｰス
ピードの役目、お互いの機能を理解
して検証撮影を行うことにより「被写
界深度」「シャッタースピード」の関係
性を理解する。

「被写界深度」・「シャッタースピード」
の意味を理解して内容を説明出来、
撮り分ける事が出来る事を目的とす
る。

講師のレクチャーから＝傾聴力　・前
に踏み出す力＝主体性　・働きかけ
力　・実行力　グループ別＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
教室でのパソコン操作（プレゼンの画像を順次表
示操作する）

【提出】課題提出
研究レポート

被写界深度

10 レンズとシャッタースピードの関係に
ついてて（レンズの絞り編）

カメラ構造の絞りの役目、シャッタｰス
ピードの役目、お互いの機能を理解
して検証撮影を行うことにより「被写
界深度」「シャッタースピード」の関係
性を理解する。

「被写界深度」・「シャッタースピード」
の意味を理解して内容を説明出来、
撮り分ける事が出来る事を目的とす
る。

講師のレクチャーから＝傾聴力　・前
に踏み出す力＝主体性　・働きかけ
力　・実行力　グループ別＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
教室でのパソコン操作（プレゼンの画像を順次表
示操作する）

【提出】課題提出
研究レポート

被写界深度

11 テーマ撮影とプレゼン - 2 決められたテーマに対して素材の選
び方、画面構成（三分割法）や主役
になる素材が画面の中で表現されて
いるか、被写体深度を使った撮影が
出来ているかメッセージは何かを考
え撮影をする

画面を構成する上で見る側にポイン
トへ導く視線の流れと美しい構図の
三分割法が取り入れられたか確認す
る。また上記２／３／４で行った内容
を付加した作品作りを行う。特に被写
界深度

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　グループ別＝
発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

【提出】課題提出
講評会、研究レ
ポート

プレゼンテー
ション、講評

12 テーマ撮影とプレゼン - 2 決められたテーマに対して素材の選
び方、画面構成（三分割法）や主役
になる素材が画面の中で表現されて
いるか、被写体深度を使った撮影が
出来ているかメッセージは何かを考
え撮影をする

画面を構成する上で見る側にポイン
トへ導く視線の流れと美しい構図の
三分割法が取り入れられたか確認す
る。また上記２／３／４で行った内容
を付加した作品作りを行う。特に被写
界深度

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　グループ別＝
発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

【提出】課題提出
講評会、研究レ
ポート

プレゼンテー
ション、講評

13 写真の展開方法について
2/2週（文字を配置してグラフィックに
落とし込む方法）・プレゼン

　（１3・14）・（15・16）は2週続きです。
テーマ撮影した画像にキャッチコ
ピーなど文字情報をレイアウトするこ
とでグラフィックに写真を落とし込ん
だ作品の展開について学ぶ

写真をグラフィック化してレイアウトし
てタイポグラフィについて学ぶ。プレ
ゼンにて他の意見を求め考え方の違
いなどを共有する。

プレゼンテーションを行うことにより＝
主体性・柔軟性、他人の作品をみる
ことにより＝柔軟性・状況判断力　・
規律性　考え抜く力＝想像力

【持参物】筆記用具
【学校側準備】パソコン・プロジェクター
教室でのパソコン操作（プレゼンの画像を順次表
示操作する）

タイポグラフィ

14 写真の展開方法について
2/2週（文字を配置してグラフィックに
落とし込む方法）・プレゼン

（１3・14）・（15・16）は2週続きです。
テーマ撮影した画像にキャッチコ
ピーなど文字情報をレイアウトするこ
とでグラフィックに写真を落とし込ん
だ作品の展開について学ぶ

写真をグラフィック化してレイアウトし
てタイポグラフィについて学ぶ。プレ
ゼンにて他の意見を求め考え方の違
いなどを共有する。

プレゼンテーションを行うことにより＝
主体性・柔軟性、他人の作品をみる
ことにより＝柔軟性・状況判断力　・
規律性　考え抜く力＝想像力

【持参物】筆記用具
【学校側準備】パソコン・プロジェクター
教室でのパソコン操作（プレゼンの画像を順次表
示操作する）

タイポグラフィ

15 写真の展開方法について
2/2週（文字を配置してグラフィックに
落とし込む方法）・プレゼン

（１3・14）・（15・16）は2週続きです。
は2週続きです。テーマ撮影した画
像にキャッチコピーなど文字情報を
レイアウトすることでグラフィックに写
真を落とし込んだ作品の展開につい
て学ぶ・プレゼン

写真をグラフィック化してレイアウトし
てタイポグラフィについて学ぶ。プレ
ゼンにて他の意見を求め考え方の違
いなどを共有する。

プレゼンテーションを行うことにより＝
主体性・柔軟性、他人の作品をみる
ことにより＝柔軟性・状況判断力　・
規律性　考え抜く力＝想像力

【持参物】筆記用具
【学校側準備】パソコン・プロジェクター
教室でのパソコン操作（プレゼンの画像を順次表
示操作する）

【提出】感想レ
ポート提出

プレゼンテー
ション

16 写真の展開方法について
2/2週（文字を配置してグラフィックに
落とし込む方法）・プレゼン

（14・15・16）は2週続きです。テーマ
撮影した画像にキャッチコピーなど
文字情報をレイアウトすることでグラ
フィックに写真を落とし込んだ作品の
展開について学ぶ・プレゼン

写真をグラフィック化してレイアウトし
てタイポグラフィについて学ぶ。プレ
ゼンにて他の意見を求め考え方の違
いなどを共有する。

プレゼンテーションを行うことにより＝
主体性・柔軟性、他人の作品をみる
ことにより＝柔軟性・状況判断力　・
規律性　考え抜く力＝想像力

【持参物】筆記用具
【学校側準備】パソコン・プロジェクター
教室でのパソコン操作（プレゼンの画像を順次表
示操作する）

【提出】感想レ
ポート提出

プレゼンテー
ション

17 ライティングについて　自然光・スタ
ジオ内撮影（単品切り抜き撮影）

光の取り入れ方によるイメージの表
現方法とは。自然光の取り入れ方。
スタジオ機材（ライト）を使って順光・
逆光・斜め逆光などの光の変化によ
り素材の見え方の違いについて学
ぶ。

どのように光を取り入れて撮影をする
のか、またスタジオの照明機材を
使ってのライティングの方法を学ぶ。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　グループ別＝
発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【教室】スタジオ　【学校側準
備】Macintosh（Photoshop）、一眼レフカメラ準備
（学校の）・メモリーカード・SDケーブル、Ｐｈｏｔｏｓｈ
ｏｐの操作、仕方などでの補助

ライティング・スタ
ジオ・照明機材

ライティング
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18 ライティングについて　自然光・スタ
ジオ内撮影（単品切り抜き撮影）

光の取り入れ方によるイメージの表
現方法とは。自然光の取り入れ方。
スタジオ機材（ライト）を使って順光・
逆光・斜め逆光などの光の変化によ
り素材の見え方の違いについて学
ぶ。

どのように光を取り入れて撮影をする
のか、またスタジオの照明機材を
使ってのライティングの方法を学ぶ。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　グループ別＝
発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【教室】スタジオ　【学校側準
備】Macintosh（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校
の）・メモリーカード・SDケーブル　（教室への搬入
と回収、返却）（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの操作、仕方などでの
補助

ライティング・スタ
ジオ・照明機材

ライティング

19 テーブルフォト（イメージを作る）ライ
ティングの実践

（17・18）で学んだライティングの方法
を使ってテーブル上での素材を構成
したイメージ撮影を行う

イメージを作る為にはライティングか
ら撮影小道具に至る準備も重要。イ
メージ作り、小道具の準備、ライティ
ング、撮影と一連の流れを学びま
す。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　計画性・想像
力＝発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

テーブルフォト・
ライティング・照
明機具・スタジ
オ・小道具

テーブルフォ
トイメージ

20 テーブルフォト（イメージを作る） ライ
ティングの実践

（17・18）で学んだライティングの方法
を使ってテーブル上での素材を構成
したイメージ撮影を行う

イメージを作る為にはライティングか
ら撮影小道具に至る準備も重要。イ
メージ作り、小道具の準備、ライティ
ング、撮影と一連の流れを学びま
す。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　計画性・想像
力＝発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　準備（教室への搬入と回収、
返却）

テーブルフォト・
ライティング・照
明機具・スタジ
オ・小道具

テーブルフォ
トイメージ

21 テーブルフォトにおけるPhotoshopで
のレタッチ術「応用編」（イメージ写
真・単品撮影）

学んだライティングの方法を使って
テーブル上で素材を構成したイメー
ジ撮影を行う

イメージを作る為にはライティングか
ら撮影小道具に至る準備も重要。イ
メージ作り、小道具の準備、ライティ
ング、撮影と一連の流れを学びま
す。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　計画性・想像
力＝発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【教室】スタジオ　【学校側準
備】Macintosh（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校
の）・メモリーカード・SDケーブル　（教室への搬入
と回収、返却）３教室でのパソコン（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの
操作、仕方などでの補助

テーブルフォト・
ライティング・照
明機具・スタジ
オ・小道具

テーブルフォ
トイメージ

22 テーブルフォトにおけるPhotoshopで
のレタッチ術「応用編」（イメージ写
真・単品撮影）

学んだライティングの方法を使って
テーブル上で素材を構成したイメー
ジ撮影を行う

イメージを作る為にはライティングか
ら撮影小道具に至る準備も重要。イ
メージ作り、小道具の準備、ライティ
ング、撮影と一連の流れを学びま
す。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　計画性・想像
力＝発進力・柔軟性

【持参物】筆記用具　【教室】スタジオ　【学校側準
備】Macintosh（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校
の）・メモリーカード・SDケーブル　（教室への搬入
と回収、返却）３教室でのパソコン（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの
操作、仕方などでの補助

テーブルフォト・
ライティング・照
明機具・スタジ
オ・小道具

テーブルフォ
トイメージ

23 グラフィック展開の制作 1/3週（企画
〜撮影）

23〜28は3週続き（撮影して文字を配
置してグラフィックに落とし込む方法）
テーマに沿って作品を作りプレゼン
をする。各自ラフ案を作りチェックを
行う。

①企画を立てる　②ラフを作る　③撮
影準備（小道具・ロケハンなど）

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【教室】スタジオ　【学校側準
備】Macintosh（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校
の）・メモリーカード・SDケーブル　（教室への搬入
と回収、返却）　パソコン（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの操作、仕
方などでの補助

【提出】ラフ案提
出

ラフ

24 グラフィック展開の制作 1/3週（企画
〜撮影）

23〜28は3週続き（撮影して文字を配
置してグラフィックに落とし込む方法）
テーマに沿って作品を作りプレゼン
をする。各自ラフ案を作りチェックを
行う。

①企画を立てる　②ラフを作る　③撮
影準備（小道具・ロケハンなど）

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

【提出】ラフ案提
出

ラフ

25 グラフィック展開の制作 2/3週（撮
影）

23〜28は3週続き（撮影して文字を配
置してグラフィックに落とし込む方法）
テーマに沿って作品を作りプレゼン
をする。各自ラフ案を作りチェックを
行う。

④撮影　⑤編集　⑥レタッチ　⑦レイ
アウト　⑧出力

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

撮影・フォトレ
タッチ

フォトレタッチ
編集

26 グラフィック展開の制作 2/3週（撮
影）

23〜28は3週続き（撮影して文字を配
置してグラフィックに落とし込む方法）
テーマに沿って作品を作りプレゼン
をする。各自ラフ案を作りチェックを
行う。

④撮影　⑤編集　⑥レタッチ　⑦レイ
アウト　⑧出力

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

撮影・フォトレ
タッチ

フォトレタッチ
編集

27 グラフィック展開の制作 3/3週（編集
〜レタッチ〜レイアウト〜出力）

23〜28は3週続き（撮影して文字を配
置してグラフィックに落とし込む方法）
テーマに沿って作品を作りプレゼン
をする。各自ラフ案を作りチェックを
行う。

⑦レイアウト　⑧出力 素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

レイアウト・タイポ
グラフィ・プリント
アウト

レイアウト
カラー出力
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28 グラフィック展開の制作 3/3週（編集
〜レタッチ〜レイアウト〜出力）

23〜28は3週続き（撮影して文字を配
置してグラフィックに落とし込む方法）
テーマに沿って作品を作りプレゼン
をする。各自ラフ案を作りチェックを
行う。

⑦レイアウト　⑧出力 素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

レイアウト・タイポ
グラフィ・プリント
アウト

レイアウト
カラー出力

29 グラフィック展開に於ける作品のプレ
ゼンテーション

上記で行ってきた制作課題について
各自がプレゼンテーションを行う。

23〜28は3週にて行ってきた制作課
題について各自がプレゼンテーショ
ンを行い、計画から撮影、レイアウトと
一連の作業を行うことで写真とグラ
フィックの融合について経験をする。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

【提出】作品提
出・プレゼンレ
ポート提出

プレゼンテー
ション

30 グラフィック展開に於ける作品のに於
けるプレゼンテーション

上記で行ってきた制作課題について
各自がプレゼンテーションを行う。

23〜28は3週にて行ってきた制作課
題について各自がプレゼンテーショ
ンを行い、計画から撮影、レイアウトと
一連の作業を行うことで写真とグラ
フィックの融合について経験をする。

素材を見つける＝課題発見力　講評
から＝傾聴力実行力　テーマからラ
フ案、撮影、レイアウトの一連につい
て計画的に行う＝計画力＝発進力・
柔軟性

【持参物】筆記用具　【学校側準備】Macintosh
（Photoshop）、一眼レフカメラ（学校の）・メモリー
カード・SDケーブル　一眼レフカメラの準備（教室
への搬入と回収、返却）

【提出】作品提
出・プレゼンレ
ポート提出

プレゼンテー
ション
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